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１．「青森県原子力発電所の原子力災害時における避難のあり方検討プロジェクトチ

ーム」の設置趣旨について 

 

 

○ 東日本大震災における東京電力（株）福島第一原子力発電所での事故を踏まえ、

現在工事停止中の電源開発（株）大間原子力発電所（以下「大間原子力発電所」

という。）並びに稼働停止中の東北電力（株）東通原子力発電所及び現在工事停

止中の東京電力（株）東通原子力発電所（以下「東通原子力発電所」という。）

に関して、原子力災害が万が一発生した場合に備え、地域住民を避難所に一時避

難させ、さらに広域避難させる場合における避難のあり方について、下北地域の

沿岸部の地形を始めとした地域の特性等を踏まえ、避難経路や避難方法等を中心

に検討するもの。 

○ 検討に当たっては、県や市町村、防災関係機関が連携し、認識や情報を共有で

きるよう、県、関係市町村、警察本部、消防機関、自衛隊、海上保安部で「青森

県原子力発電所の原子力災害時における避難のあり方検討プロジェクトチーム」

（以下「本ＰＴ」という。）を構成（※）。 

○ 本ＰＴでの検討内容や整理した課題等については、県地域防災計画（原子力編）

の修正に向けて原子力防災対策上の課題や今後の見直しの方向性等について検

討を行う県原子力防災対策検討委員会（以下「検討委員会」という。）での議論

に資するよう、検討委員会に報告することを想定。 

 
〔イメージ〕 

 

※ 県総務部行政改革・危機管理監が主宰。 
〔県〕 総務部防災消防課、環境生活部原子力安全対策課、農林水産部農村整備課、

県土整備部整備企画課、道路課、エネルギー総合対策局原子力立地対策課 
〔市町村〕 むつ市、大間町、東通村、風間浦村、佐井村 
〔警察本部〕 県警察本部警備第二課 
〔消防機関〕 下北地域広域行政事務組合消防本部 

   〔自衛隊〕 陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊 
   〔海上保安部〕 青森海上保安部、八戸海上保安部 
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２．検討に当たっての前提条件 

 

 

○ 福島第一原子力発電所における事故と同様に、大規模な地震・津波発生に伴い、

原子力発電所の事故が複合的に発生することを想定するとともに、より厳しい条

件として冬期間に発生することも想定。 

○ 原子力災害と住民避難等については、福島第一原子力発電所における事故の初

期の対応を参考にするが、個別具体的な災害・事故想定は行わない。 

○ 住民の広域避難先については、大間原子力発電所にあってはむつ市、東通原子

力発電所にあっては青森市方面を想定。ただし、事故の規模等によっては広域避

難先を変更する必要が生じ得ることに留意する必要。 

○ 避難は、放射性物質が放出される前に完了させることを目標とする。 

 

 

※ なお、ここでは大間原子力発電所と東通原子力発電所での同時災害発生まで

は検討を加えていないが、同時災害発生の場合には相当程度厳しい対応が求め

られることに留意する必要。また、津波により陸奥湾（むつ市）において床上

浸水する事態は想定していない。 

 

※ 原子力安全委員会原子力施設等防災専門部会防災指針検討ワーキンググル

ープ（第７回会合）（平成２３年１１月１日）の防ＷＧ第７－３－２号「原子

力発電所に係る防災対策を重点的に充実すべき地域に関する考え方（案）」で

は、原子力発電所に係る防災対策を重点的に充実すべき地域について、これま

でのいわゆる緊急時計画区域（ＥＰＺ：Emergency Planning Zone）に代えて、

緊急事態発生の初期段階で実施する防護措置の準備のために、本地域内に以下

の区域を設けることとされ、同年１１月１１日に原子力安全委員会原子力施設

等防災専門部会においてワーキンググループの検討結果について了承、その後、

同月１７日に原子力安全委員会に報告され、了承された。 

・予防的防護措置を準備する区域 

（ＰＡＺ：Precautionary Action Zone） 

：「概ね５㎞」 → 直ちに避難を実施 

・緊急時防護措置を準備する区域 

（ＵＰＺ：Urgent Protective action Planning Zone） 

：「概ね３０㎞」 → 環境モニタリング等の結果を踏まえ、避難、

屋内退避等を準備 

・プルーム通過時の被ばくを避けるための防護措置を実施する地域 

（ＰＰＡ：Plume Protection Planning Area） 

：「概ね５０㎞」 → 具体的な対応を検討する必要 
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３．下北地域の特徴等 

 

 

（１）各市町村の人口 
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○ 大間原子力発電所の圏域・市町村ごとの避難対象人口の状況 

 

 避難対象人口 

大間町 風間浦村 佐井村 むつ市 東通村 小計 

３㎞圏域 5,316 － － － － 5,316

５㎞圏域 965 563 － － － 1,528

10 ㎞圏域 － 911 1,705 － － 2,616

20 ㎞圏域 － 960 514 259 － 1,733

30 ㎞圏域 － － 253 10,279 － 10,532

計 6,281 2,434 2,472 10,538 － 21,725

市町村人口 6,281 2,434 2,472 63,838 7,297 82,322

 

 

○ 東通原子力発電所の圏域・市町村ごとの避難対象人口の状況 

 

 避難対象人口 

大間町 風間浦村 佐井村 むつ市 東通村 小計 

３㎞圏域 － － － － 916 916

５㎞圏域 － － － － 2,299 2,299

10 ㎞圏域 － － － 1,297 432 1,729

20 ㎞圏域 － － － 28,031 2,550 30,581

30 ㎞圏域 － － － 23,799 1,100 24,899

計 － － － 53,127 7,297 60,424

市町村人口 6,281 2,434 2,472 63,838 7,297 82,322

 

 

 

※ 住基台帳人口（Ｈ２３．３．３１）による。 

 

  



- 5 - 

 

 

（２）大間町、風間浦村、佐井村 

 

○ 大間原子力発電所から半径１０㎞圏内に位置している北通地区住民の避難ル

ートとして、幹線道路の国道２７９号と国道３３８号があるが、海岸線沿いの低

地に位置しているため、地震・津波発生に伴い原子力災害が同時発生した場合は、

道路が寸断されたり、交通規制により完全に通行ができなくなるため孤立するこ

とになる。 

○ その場合、現状の迂回道路として、県道薬研佐井線、県道川内佐井線、県道長

後川内線、村道薬研易国間線が想定されるが、狭隘箇所や未舗装区間があり、ま

た、県道長後川内線以外については、冬期間は通行止めになる。 

 

（３）むつ市、東通村 

 

○ むつ市、東通村を中心とした下北半島住民の避難ルートとして、幹線道路の国

道２７９号と国道３３８号があるが、ともに東通原子力発電所から半径１０㎞圏

内を通っており、交通規制により通行禁止になることも予想される。 

○ また、国道２７９号と国道３３８号は海岸線に近いため、地震・津波などによ

り道路が寸断される可能性があり、下北半島北部が陸の孤島となる可能性がある。 
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（４）最寄りの避難所と最寄りの避難所までの避難経路等の現状・課題 

 

○ 本ＰＴでは、去る７月２８日（木）、２９日（金）に大間町、風間浦村及び佐

井村の現地調査を、また９月８日（木）、９日（金）にむつ市、東通村の現地調

査を実施。 

○ 現地調査等を踏まえた、関係市町村の最寄りの避難所と最寄りの避難所までの

避難経路の状況等の現状・課題の概要については以下のとおり。 

○ なお、詳細については、別紙「原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣

の状況）」を参照。 

 

 

※ 以下、最寄りの避難所の標高（海抜）について、原子力施設で緊急安全対策

を講ずることとした津波の高さ（１５ｍ）を一つの目安として検討を加えてい

るが、今回の震災を踏まえ県において新たに津波浸水予測図を作成することと

しており、この結果を踏まえ、必要に応じて各市町村において最寄りの避難所

の見直しがなされる必要がある。 
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① 大間町 

 

ア）最寄りの避難所 

 

・ 地域防災計画上１４カ所の屋内避難所（学校、町立公民館等）が指定されて

いるが、標高１５メートル未満に位置する避難所が１０カ所あり、これらの避

難所は巨大な津波が発生した場合、避難所として利用できないおそれがある。 

・ 標高１５メートル以上に位置する避難所を有するのは大間地区のみであり、

他の３地区（下手地区、奥戸地区、材木地区）の避難所は標高１５メートル未

満となっている。 

・ 避難所の施設構造が木造平屋となっているものが、標高１５メートル以上に

位置する避難所のうち２カ所ある。 

・ 大規模な地震・津波と原子力発電所の事故が複合的に発生した場合、現状の

各地区の避難所の収容定員では、避難者を収容しきれないおそれがある。 

・ 非常用自家発電設備が設置されている避難所は１カ所のみで、ほとんどの避

難所では停電時の対応が困難と考えられる。 

 

イ）最寄りの避難所までの避難経路等 

 

・ 人口の最も多い大間地区では、避難所となる大間中学校等への避難経路が複

数あることから、比較的避難しやすいと考えられる。 

・ 一方、下手地区は避難所が１カ所のみで標高が９メートルであることから、

巨大な津波が発生した場合には、避難所として利用するのは困難と考えられる。 

・ また、大間地区に次いで人口の多い奥戸地区も標高１５メートル以上に位置

する避難所はなく、標高１３メートルに位置する奥戸中学校が唯一避難所とし

て利用できる可能性があると考えられる。 

・ 材木地区も標高１５メートル以上に位置する避難所はなく、奥戸地区の奥戸

中学校に避難することが考えられる。 

 

ウ）ヘリポート候補地 

 

・ 大間地区には、臨時のヘリポートとして活用できる場所が複数ある。 

・ 下手地区については、大間地区の大間中学校グランドを臨時のヘリポートと

して活用することが考えられる。 

・ 奥戸地区についても、奥戸中学校が津波の被害を受けず避難所として利用す

ることができれば、同校のグランドを臨時のヘリポートとして利用することが

考えられる。 

・ 材木地区についても同様に、奥戸中学校グランドを臨時のヘリポートとして

利用することが考えられる。  
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② 風間浦村 

 

ア）最寄りの避難所 

 

・ 地域防災計画上１１カ所の屋内避難所（学校、村立公民館等）が指定されて

いるが、標高１５メートル未満に位置する避難所が４カ所あり、これらの避難

所は巨大な津波が発生した場合、避難所として利用できないおそれがある。 

・ 全ての地区（蛇浦地区、易国間地区、桑畑地区、下風呂地区）において、標

高１５メートル以上に位置する避難所を有する。 

・ 避難所の施設構造が木造平屋となっているものが、標高１５メートル以上に

位置する避難所のうち３カ所ある。 

・ 大規模な地震・津波と原子力発電所の事故が複合的に発生した場合、現状の

各地区の避難所の収容定員では、避難者を収容しきれないおそれがある。 

・ 全ての避難所において非常用自家発電設備が設置されておらず、停電時の対

応が困難と考えられる。 

 

イ）最寄りの避難所までの避難経路等 

 

・ 国道２７９号を避難経路とせざるを得ない地区が多い。 

・ 桑畑地区は、最寄りの避難所までの避難路はあるものの、同地区内には臨時

のヘリポートとなり得る場所はなく、最寄りのヘリポート候補地まで移動する

には国道２７９号を通行する以外に方法がないことから、津波警報の発表に伴

い国道２７９号が通行止めになった場合でも移動できる経路や手段の確保が

課題である。 

・ 易国間地区においても、臨時のヘリポートとなり得る風間浦中学校グランド

と集落が離れており、国道２７９号を通行しないで移動できる経路や手段の確

保が課題である。 

・ 下風呂地区においても、臨時のヘリポートとなり得る下風呂小学校グランド

と一部の集落が離れており、国道２７９号を通行しないで移動できる経路や手

段の確保が課題である。 

 

ウ）ヘリポート候補地 

 

・ ４地区（蛇浦地区、易国間地区、桑畑地区、下風呂地区）のうち、桑畑地区

を除く３地区では臨時のヘリポートとなり得る場所は確保できると考えられ

る。 

・ 桑畑地区については臨時のヘリポートとなり得る場所がないことから、上記

イ）の対応が必要となる。また、易国間地区と下風呂地区においても上記イ）

の対応が必要となる。 
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 ③ 佐井村 

 

ア）最寄りの避難所 

 

・ 地域防災計画上１４カ所の屋内避難所（学校、村立公民館等）が指定されて

いるが、標高１５メートル未満に位置する避難所が７カ所あり、これらの避難

所は巨大な津波が発生した場合、避難所として利用できないおそれがある。 

・ 佐井地区、矢越地区、磯谷地区、福浦地区では標高１５メートル以上に位置

する避難所を有するが、原田地区、長後地区、牛滝地区の避難所は標高１５メ

ートル未満となっている。 

・ 避難所の施設構造が木造平屋となっているものが、標高１５メートル以上に

位置する避難所のうち５カ所ある。 

・ 大規模な地震・津波と原子力発電所の事故が複合的に発生した場合、現状の

各地区の避難所の収容定員では、避難者を収容しきれないおそれがある。 

・ 非常用自家発電設備が設置されている避難所は１カ所のみで、ほとんどの避

難所では停電時の対応が困難と考えられる。 

 

イ）最寄りの避難所までの避難経路等 

 

・ 人口の最も多い佐井地区で臨時のヘリポートとなり得る場所は、佐井中学校

グランドのみであるが、同中学校と集落の間には河川（古佐井川、大佐井川等）

があり、巨大な津波が発生した場合には浸水のため通行できなくなると考えら

れることから、同中学校まで移動するための経路や手段の確保が課題である。 

 

ウ）ヘリポート候補地 

 

・ 佐井中学校グランドと佐井漁港を臨時のヘリポートとして活用することとし

ているが、巨大な津波が発生した場合には佐井漁港は活用できなくなると考え

られる。 

・ なお、旧長後小中学校グランドは臨時のヘリポートとして活用できる可能性

があると考えられる。 
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 ④ むつ市（太平洋沿岸部） 

 

ア）最寄りの避難所 

 

・ 地域防災計画上３６カ所の屋内避難所（学校、市立公民館等）が指定されて

いるが、標高１５メートル未満に位置する避難所が２７カ所あり、これらの避

難所は巨大な津波が発生した場合、避難所として利用できないおそれがある。 

・ ２７カ所のほとんどは旧大畑町中心部に位置しており、標高１５メートル以

上に位置する避難所は田名部高等学校大畑校舎のみである。 

・ 大規模な地震・津波と原子力発電所の事故が複合的に発生した場合、現状の

各地区の避難所の収容定員では、避難者を収容しきれないおそれがある。 

・ 全ての避難所において非常用自家発電設備が設置されておらず、停電時の対

応が困難と考えられる。 

 

イ）最寄りの避難所までの避難経路等 

 

・ 国道２７９号と同バイパスが整備されている区間は標高の高い場所にあり、

また、各地区から国道まで避難する経路は複数確保されている。 

・ 各地区から最寄りのヘリポート候補地までの避難路も確保されている。 

 

ウ）ヘリポート候補地 

 

・ 旧大畑町中心部については、大畑中学校グランドを臨時のヘリポートとして

活用できると考えられる。 

・ 旧むつ市関根地区についても、避難所となっている小学校グランド等を臨時

のヘリポートとして活用することで対応できると考えられる。 
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 ⑤ 東通村 

 

ア）最寄りの避難所 

 

・ 地域防災計画上３２カ所の屋内避難所（学校、市立公民館等）が指定されて

いるが、標高１５メートル未満に位置する避難所が９カ所あり、これらの避難

所は巨大な津波が発生した場合、避難所として利用できないおそれがある。 

・ 大規模な地震・津波と原子力発電所の事故が複合的に発生した場合、現状の

各地区の避難所の収容定員では、避難者を収容しきれないおそれがある。 

・ 全ての避難所において非常用自家発電設備が設置されておらず、停電時の対

応が困難と考えられる。 

 

イ）最寄りの避難所までの避難経路等 

 

・ 他の４市町村に比べ、比較的内陸部に集落が点在している地区も多く、その

ような地区では避難路も複数確保されている。 

・ また、沿岸部でも最寄りの避難所やヘリポート候補地となるグランド等まで

の避難路は確保されている。 

・ 特に、東通原子力発電所に最も近い老部地区については、同原子力発電所か

ら半径３㎞圏内に位置することから、避難方法をどのように確保するかが課題

となる。 

・ 地区によっては、集落自体の標高が低く、避難所や避難経路についても検討

が必要である。 

 

ウ）ヘリポート候補地 

 

・ 沿岸部を中心に、各地区には臨時のヘリポートとして活用できるグランド等

が整備されている。 

・ このような中で、小田野沢地区と老部地区はヘリポート候補地としての標高

も低いことから、緊急時の対応については検討が必要である。 

・ 田代地区については、臨時のヘリポートとして利用できる施設はないが、同

地区は内陸部にあるため、陸路による避難が可能であり、万が一の場合には近

隣の地区のヘリポート候補地から空路により避難することも可能と考えられ

る。 
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４．原子力災害時における避難経路等 

 

 

（１）原子力発電所の事故による単独災害の場合 

 

○ 陸路による避難が基本となるが、冬期閉鎖となる場合などに留意する必要。 

 

① 大間原子力発電所で事故が発生した場合 

 

＜大間町＞ 

・ 原子力発電所立地地点より東側の住民は国道２７９号、原子力発電所立地地

点より南側の住民は国道３３８号、県道薬研佐井線、県道川内佐井線によりむ

つ市方面に避難することが想定される。 

 

＜風間浦村＞ 

・ 国道２７９号、村道薬研易国間線によりむつ市方面に避難することが想定さ

れる。 

 

＜佐井村＞ 

・ 国道３３８号、県道薬研佐井線、県道川内佐井線、県道長後川内線によりむ

つ市方面に避難することが想定される。 

 

② 東通原子力発電所で事故が発生した場合 

 

＜むつ市＞ 

・ 原子力発電所立地地点より南側の住民は国道２７９号により横浜町、野辺地

町方面に、原子力発電所立地地点より北側の住民は国道２７９号により北通地

区（風間浦村、大間町、佐井村）方面、国道３３８号により西通地区（川内地

区、脇野沢地区）方面に避難することが想定される。 

・ また、国道２７９号のむつ市以北が通行不能の場合には、国道３３８号、県

道薬研佐井線、県道川内佐井線、県道長後川内線、村道薬研易国間線を活用し

て北通地区方面に避難することも想定される。 

 

＜東通村＞ 

・ 原子力発電所立地地点より南側の住民は国道３３８号により六ヶ所村、三沢

市方面に、原子力発電所立地地点より北側の住民は国道３３８号、県道むつ尻

屋崎線、県道むつ東通線、県道尻労袰部線、県道尻労小田野沢線、県道関根蒲

野沢線等によりむつ市又は北通地区（風間浦村、大間町、佐井村）方面に避難

することが想定される。 
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（２）大規模な地震・津波と原子力発電所の事故による複合災害の場合 

 

○ 陸路については津波警報の発表等に伴う交通規制により通行止めとなる区間

や冬期閉鎖となる路線があるが、大規模な住民避難となることを考えれば、陸路

による避難を基本とするのが現実的。 

○ しかしながら、陸路による避難が困難になる地域については、空路や海路によ

る避難も併せて総合的に避難体制を構築する必要。 

○ この場合、空路や海路による避難は、気象条件や輸送能力等の面で制約がある

ことに留意する必要。 

 

⇒ 「（１）原子力発電所の事故による単独災害の場合」に想定される陸路によ

る避難のほかに、以下のような空路や海路による避難が想定される。 

 

① 大規模な地震・津波と大間原子力発電所の事故が発生した場合 

 

＜大間町＞ 

・ 近隣のヘリポート候補地からの空路による避難や、海路による避難が可能な

場合には大間港、佐井漁港等からの避難が想定される。 

 

＜風間浦村＞ 

・ 近隣のヘリポート候補地からの空路による避難や、海路による避難が可能な

場合には易国間漁港、下風呂漁港等からの避難が想定される。 

 

＜佐井村＞ 

・ 近隣のヘリポート候補地からの空路による避難や、海路による避難が可能な

場合には佐井漁港、福浦漁港、牛滝漁港、脇野沢漁港等からの避難が想定され

る。 

 

② 大規模な地震・津波と東通原子力発電所の事故が発生した場合 

 

＜むつ市＞ 

・ 近隣のヘリポート候補地からの空路による避難や、海路による避難が可能な

場合には大湊港、関根浜港、脇野沢漁港、川内港、大間港等からの避難が想定

される。 

 

＜東通村＞ 

・ 近隣のヘリポート候補地からの空路による避難や、海路による避難が可能な

場合には尻屋岬港、関根浜港、大湊港、大間港、佐井漁港等からの避難が想定

される。  
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５．防災関係機関の輸送能力（空路・海路） 

 

 

（１）基本的な認識 

 

○ 防災関係機関が保有するヘリコプターや船舶を活用した空路や海路による避

難については、気象条件や輸送能力等の面で制約があり、また、船舶等の活動数

も災害時の状況により大きく変動することから、平時において確定的に輸送能力

を数値化することには限界がある。 

○ しかしながら、万が一に備え、平時から認識を共有し連携していくことは重要。 

 

（２）輸送能力のイメージ 

 

○ （１）を前提として、輸送能力のイメージを掴むために仮定を置いて機械的に

計算した場合、以下のとおり。 

 

① 航空自衛隊三沢基地 ＣＨ－４７Ｊ 

・ 輸送能力（１機当たりの可能搭乗者数） ： ３０人（※） 

・ 保有数 ： ２～３機 

・ 大間・むつ間 ： １０分 

〔仮定計算〕大間・むつ間を１日９時間（４０分１往復）、３機が輸送活動を行

うとした場合  ： １日当たり １，０８０人 

（※）最大５５人だが手荷物等を持参すると仮定し、３０人と設定。 

 

② 海上自衛隊大湊地方隊 護衛艦（ＤＤ又はＤＥ） 

・ 輸送能力（１艦当たりの可能乗艦者数） ： ４００～６００人 

・ 保有数 ： 状況により増減 

・ 大間・むつ間 ： ３時間３０分 

〔仮定計算〕大間・むつ間を１日２往復、３隻で輸送活動を行うとした場合 

： １日当たり ２，４００～３，６００人 

 

〔参考〕 原子力発電所に係る関係市町村による知事要望書（Ｈ23.10.18）（抜粋）

１ 社会基盤の整備促進 

（１） 避難道路、避難経路の早期整備について 

⑤ 輸送船舶の確保 

海路による避難については、大型船の活用が必要不可欠であるため、自衛隊や

海上保安庁等との事前の協議を行い、十分な輸送船舶を確保すること。 

⑦ 輸送ヘリコプターの確保 

空路による避難については、ヘリコプターの活用が必要不可欠であるため、自

衛隊や海上保安庁等との事前の協議を行い、輸送ヘリコプターを確保すること。
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６．福島第一原子力発電所における事故の初期の対応をあてはめた場合 

 

 

○ 事故の初期の時系列的な対応のイメージを掴むため、福島第一原子力発電所に

おける事故の初期の対応を、東日本大震災での津波警報等の発表状況と重ね合わ

せ、大間原子力発電所及び東通原子力発電所の場合にあてはめると以下のとおり。 

 

※ なお、福島第一原子力発電所における事故の初期の対応の是非については、

あくまで別問題。 

※ 県管理道路については、津波警報発表時から概ね速やかに県又は警察による

交通規制のため通行止めとなり、津波警報解除後に交通規制も順次解除。 

※ 海上保安部では、港則法に基づき津波注意報発表時は第一体制（避難準備の

勧告）、津波警報発表時は第二体制（避難勧告）としている。 

 

 
 

（１）半径３㎞圏内を避難区域に設定 

 

○ 避難区域設定から約１８時間後までに避難をほぼ完了させるのは、陸路による

避難の主要経路となる国道２７９号、国道３３８号が津波警報の発表に伴う交通

規制中のため、特に大間原子力発電所の場合については、陸路による避難だけで

は難しいと考えられる。 

 

（２）半径２０㎞圏内を避難区域に設定 

 

○ 避難区域設定から約６５時間後までに避難をほぼ完了させるのは、津波警報の

解除により交通規制が解除された後、避難のための時間として約５３時間あるこ
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とから、陸路による避難が可能な場合、半径３㎞圏内の避難と比べ時間的な余裕

はあると考えられる。 

○ なお、下北地域では主要避難路が海岸線沿いにあり、津波による被害が大きい

場合には、交通規制解除に、より多くの時間を要することになると考えられる。 

 

〔参考〕 福島第一原子力発電所における事故の主な初期の対応 

 

○ 地震発生から６時間３７分後に半径３㎞圏内を、１４時間５８分後に半径１０

㎞圏内を、２７時間３９分後に半径２０㎞圏内を避難区域に設定。 

○ 半径３㎞圏内の住民は避難区域設定から約１８時間後、半径２０㎞圏内の住民

は避難区域設定から約６５時間後に避難がほぼ完了。 

 

 

〔参考〕 東日本大震災における津波警報等の発表状況 

 

○ 津波警報（津波又は大津波）は、太平洋沿岸では４０時間４１分、日本海沿岸

では２２時間３６分、陸奥湾では２２時間２０分継続して発表。 
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７．避難に当たっての基本的な考え方と今後の避難所や避難路の整備等の方向性 

 

 

（１）基本的な考え方 

 

○ 原子力発電所の事故による単独災害の場合であっても、また、大規模な地震・

津波と原子力発電所の事故による複合災害の場合であっても、大規模な住民避難

となることを考えれば、陸路による避難が基本。 

○ ただし、陸路については津波警報の発表等に伴う交通規制により通行止めとな

る区間や冬期閉鎖となる路線があるため、陸路による避難が困難になる地域につ

いては、空路や海路による避難も併せて総合的に避難体制を構築する必要。 

○ この場合、空路や海路による避難は、気象条件や輸送能力等の面で制約がある

ことに留意する必要。 

 

（２）今後の避難所や避難路の整備等の方向性 

 

① 最寄りの避難所への一時避難 

 

（最寄りの避難所の位置等） 

○ 地理的条件や津波到達時間などを考慮しつつ、最寄りの避難所まで徒歩で概

ね３０分以内に避難可能かどうかを一つの目安とし、３０分以上要する住宅が

ある場合は、別途、新たな避難所を指定するなどの措置を講じる。 

○ 最寄りの避難所の標高（海抜）について、原子力施設で緊急安全対策を講ず

ることとした津波の高さ（１５ｍ）を一つの目安として検討を加えたが、今回

の震災を踏まえ県において新たに作成することとしている津波浸水予測図や、

沿岸部の地形など地域の特性を勘案した上で、別途、新たな避難所を指定する

などの措置を講じる。 

○ 原子力災害を考えた場合、最寄りの避難所が屋外の公園等となっているもの

については、別途、新たな避難所を指定するなどの措置を講じる。 

○ 最寄りの避難所が対象地区の避難対象者を収容できないものとなっている

場合については、別途、新たな避難所を指定するなどの措置を講じる。 

○ 最寄りの避難所での滞在時間等を考慮した上での食料、飲料水、燃料等の物

資の備蓄を行うとともに、外部との連絡手段としての無線通信設備や衛星携帯

電話、非常用発電機等を設置する。 

 

※ 市町村では、今回の震災を踏まえ、すでに、避難所に非常用発電機や投光

機、反射式ストーブ設備等を今年度中に設置し、冬期間や停電時でも対応で

きるよう避難所の防災機能強化に取り組んでいるところがある。 
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（最寄りの避難所までの避難経路の確保） 

○ 複数の避難経路をあらかじめ整理し、住民に対する周知を徹底する。 

○ 津波警報の発表等に伴う交通規制により通行止めとなる場合や冬期閉鎖さ

れる場合、崖崩れの危険性等を考慮した上で、新たに避難路や避難階段など、

短期間（５年程度）で整備が可能で必要な箇所を具体的に整理して県や市町村

など関係機関の間で現状認識を共有し、役割分担を設定して計画的に整備を進

める。また、事業者とも連携、協力して取組を進める。 

 

〔避難路や避難階段などの例〕 

 

＜風間浦村＞ 

 

○ 最寄りの避難所 ： 下風呂小学校 

・ 下風呂東弁天地域のふるさと農道へ連結する里道の改良整備 

・ 下風呂西弁天地域のふるさと農道へ連結する治山階段の改良整備 

・ 下風呂西弁天地域のふるさと農道へ連結する里道の改良整備 

・ 下風呂東畑尻地域のふるさと農道へ連結する治山階段の改良整備 

・ 下風呂西畑尻地域のふるさと農道へ連結する治山階段の改良整備 

・ 下風呂滝ノ上地域に通じ、ふるさと農道へ連結する階段の改良整備 

・ 下風呂地域（本町、立石、日和崎、大川尻）における高台に通じる避難

路の新設整備と避難所に通じる避難経路の確保 

 

○ 最寄りの避難所 ： 桑畑温泉ゆんゆん 

・ 桑畑菅ノ尻地域における高台に通じる避難路の新設整備と避難所に通じ

る避難経路の確保 

 

○ 最寄りの避難所 ： 風間浦中学校 

・ 易国間新町における高台に通じる避難路の新設整備、治山階段の改良整

備と避難所に通じる避難経路の確保 

 

＜東通村＞ 

 

○ 古野牛川地区 

・ 野牛漁港から高台へ避難する際の混雑解消のための避難路整備 

 

○ 小田野沢地区 

・ 標高の高い場所へ避難する際の混雑解消のための避難路整備 
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② 最寄りの避難所からの広域避難 

 

（避難経路の確保） 

○ 津波警報の発表等に伴う交通規制により通行止めとなる場合や冬期閉鎖さ

れる場合、崖崩れの危険性等を考慮した上で、新たに集落間を連絡するような

効果的な避難路など、短期間（５年程度）で整備が可能で必要な箇所を具体的

に整理して県や市町村など関係機関の間で現状認識を共有し、役割分担を設定

して計画的に整備を進める。また、事業者とも連携、協力して取組を進める。 

 

〔集落間を連絡するような避難路の例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今後、具体的に検討を進める。 
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○ 新たな避難路となる幹線道路の整備については、下北半島地域全体での迅速

な避難のため、例えば以下の点を踏まえつつ、規模等に応じ、短期（５年程度）、

中期（５～１０年程度）、長期（１０年以上）の課題として具体的に整理して県

や市町村など関係機関の間で現状認識を共有し、役割分担を設定して計画的に

進める。また、事業者とも連携、協力して取組を進める。 

・ 冬期間においても通行可能な避難路となるか。 

・ 原子力発電所から半径２０㎞圏外、さらには半径３０㎞圏外への避難

路となるか。 

・ 短期間で整備可能で、即効的効果が現れる箇所か。 

 

 

〔参考〕 原子力発電所に係る関係市町村による知事要望書（Ｈ23.10.18） 

１ 社会基盤の整備促進 

（１）避難道路、避難経路の早期整備 

① 下北半島縦貫道路の整備促進 

東通原子力発電所及び大間原子力発電所の事故による緊急避難時の幹線道路

の渋滞緩和と複数の避難道路を確保するため、大間町までの延伸を含めた下北半

島縦貫道路の早期全線整備を促進すること。 

② 国道の改良整備 

急勾配や急カーブ、狭隘箇所の解消など幹線避難道路として国道２７９号及び

国道３３８号の改良整備を要望する。特に、国道３３８号東通村白糠・六ヶ所村

泊間の白糠バイパスの早期整備、六ヶ所村高瀬川橋梁の改良及び国道３３８号む

つ地区・脇野沢地区間の狭隘箇所の改良整備を促進すること。 

③ 県道の整備 

幹線国道が通行止めになった場合の迂回路として、あるいは集落を連絡する道

路として、県道であるむつ薬研・佐井線、川内・佐井線、むつ・尻屋崎線、むつ・

東通線、尻労・小田野沢線、関根・蒲野沢線、泊・陸奥横浜停車場線等の改良及

び冬期間閉鎖区間においては通年通行を可能とし、また、村道薬研・易国間線の

県道昇格による整備を促進すること。 

 

（避難方法） 

○ 陸路による大規模な広域避難を考えた場合、輸送手段は公共交通機関等のバ

スになると考えられるが、一方で、避難が長期化する可能性があることも踏ま

えれば、交通渋滞の発生が懸念されるものの、自家用車による避難を原則とす

るべきか、地域の実情を踏まえ、一定のルール化を行う。 

○ 特に、陸路での避難が困難になる可能性の高い地域や、原子力発電所から半

径３㎞圏内の住民の避難については、陸路だけでなく、空路や海路を全て活用

した迅速なものとなるよう、自衛隊や海上保安部などの防災関係機関の協力を

得て重点的に行う。 



- 21 - 

 

 

〔参考〕 「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」

報告（Ｈ23.9.28）（抜粋） 

 

６ 津波被害を軽減するための対策について 

（２） 円滑な避難行動のための体制整備とルールづくり  

⑤ 避難場所・避難路等の適切な選定  

○ 海岸地形や湾の形状によって、想定される津波高、浸水深が大きく異なるた

め、これらを適切に考慮し、地域の実情を踏まえつつ、できるだけ短時間で、

津波到達時間が短い地域では概ね５分程度で避難が可能となるよう、避難場

所・津波避難ビル等や避難路・避難階段を整備すべきである。ただし、地理的

条件や土地利用の実態など地域の状況により、このような対応が困難な地域に

ついては、津波到達時間などを考慮して津波から避難する方策を十分に検討す

ることが必要である。 

○ 避難場所については、できるだけ津波による浸水リスクがない場所に整備す

る必要があり、避難後においても孤立せず、津波の襲来状況によってはさらな

る避難が可能となるよう選定することが望ましい。一方で、適切な避難場所が

なく津波避難ビル等の建築物を避難場所に選定せざるを得ない場合には、最大

クラスの津波の襲来を予測した上で、避難場所で被災することのないよう十分

な高さを有する建築物を選定する必要がある。 

（４） 津波に対する防災意識の向上  

 ③ 徒歩避難原則の徹底等と避難意識の啓発  

○ 地震・津波発生時には、地震の揺れやそれに伴う液状化などにより家屋の倒

壊、落下物、道路の損傷や段差が発生したり、渋滞・交通事故が発生するなど

多くの課題があることから、津波からの避難については、これまで徒歩による

避難を原則としてきたところであり、今後ともその原則を維持することが適切

である。 

○ 一方で、今回の東日本大震災において、自動車で避難し生存した者も多く存

在したという状況を勘案すると、地震・津波発生時においては徒歩による避難

を原則としつつも、各地域において、津波到達時間、避難場所までの距離や災

害時要援護者の存在、避難路の状況等を踏まえて、やむを得ず自動車により避

難せざるを得ない場合において、避難者が自動車で安全かつ確実に避難できる

方策について、今後十分に検討する必要がある。 

 

 

 

 



別 紙

大間町現地調査項目大間町現地調査項目



大間町勤労青少年ホーム

大間小学校

大間中学校

大間幼稚園

うみの子保育園

大間町漁業活性化センター

大間公民館

大間町総合開発セ タ

おおま温泉海峡保養センター

大間町総合開発センター

奥戸向町避難公園

国道２７９号

大間公民館奥戸分館

奥戸地域避難公園

大間町農業研修センター

奥戸小学校

奥戸中学校

大間町農村婦人の家大間町農村婦人の家

材木避難公園

国道３３８号

県道川内佐井線

県道薬研佐井線

冬期閉鎖区間



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

町村名　大間町

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

1
大間地区
屋内施設

設定なし
大間

小学校

大間字
狼丁37

－2
740

鉄筋コン
クリート2

階
1,222㎡

13m × ○ ○ 町道
乗用車、

徒歩
15分

大間中学
校グラン

ド
大間字大
間平37‐2

約500ｍ
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

大間港
(県管理）
水深5.5ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

ヘリポートは近くに、青森
県立大間高校グランド及
び北通り文化センターウ
イング駐車場があり

7月29日
8:30～9:00

2 〃 設定なし
大間

中学校

大間字
大間平
31－1

854

鉄筋コン
クリート3

階
1,463㎡

36m × ○ ○ 町道
乗用車、

徒歩
15分

大間中学
校グラン

ド
大間字大
間平37‐2

施設に隣
接

100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

下手浜漁
港（県ｊ管

理）
水深3ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

ヘリポートは近くに、青森
県立大間高校グランド及
び北通り文化センターウ
イング駐車場があり

7月29日
9:05～9:30

3 〃 設定なし
大間

幼稚園

大間字
大間平
20－38

107 木造平屋
178㎡

36m × ○ × 町道
乗用車、

徒歩
10分

大間中学
校グラン

ド
大間字大
間平37‐2

町道を挟
み隣接

100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

下手浜漁
港（県ｊ管

理）
水深3ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

ヘリポートは近くに、青森
県立大間高校グランド及
び北通り文化センターウ
イング駐車場があり

4 〃 設定なし
うみの子
保育園

大間字
大間平
20－43

674
木造平屋
1,214㎡

36m × ○ ○ 町道
乗用車、

徒歩
10分

大間中学
校グラン

ド
大間字大
間平37‐2

町道を挟
み隣接

100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

下手浜漁
港（県ｊ管

理）
水深3ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

ヘリポートは近くに、青森
県立大間高校グランド及
び北通り文化センターウ
イング駐車場があり

5 〃 1,000
大間

公民館
大間字
大間91

429
木造2階
709㎡

2m × ○ × 町道
乗用車、

徒歩
10分

大間町総
合開発セ
ンター広

場
大間字奥
戸下道28

－1

約500ｍ
100m×
100ｍ

転圧一部
あり（庁
舎予定
地）

大間港
(県管理）
水深5.5ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
標高が低いため、地震・
津波高潮時は避難場所
としては問題あり。

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 1 / 4 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

6 〃 1,500
大間町海
峡保養セ

ンター

大間字
内山48

－1
1,600

鉄筋コン
クリート
平屋

2,644㎡

35m ○ ○ ○
国道279
号・町道・

農道

乗用車、
徒歩

15分

北通り文
化セン

ターウイ
ング駐車

場
大間字内
山48－

164

約700ｍ
100m×
100ｍ

簡易舗装
（駐車場）

大間港
(県管理）
水深5.5ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
7月29日
10:05～10:20

7 〃 1,300

大間町総
合開発セ
ンター広

場

大間字
奥戸下
道28－

1

860
鉄骨一部

2階
1,419㎡

10m × ○ ○
国道279・
338号・町

道

乗用車、
徒歩

15分

大間町総
合開発セ
ンター広

場
大間字奥
戸下道28

－1

国道を挟
み隣接

100m×
100ｍ

転圧一部
あり（庁
舎予定
地）

大間港
(県管理）
水深5.5ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
7月29日
10:25～10:35

8 〃 1,000
大間町漁
業活性化
センター

大間字
割石埋
立地

200
木造平屋

建1階
300㎡

1m × ○ ○ 町道
乗用車、

徒歩
15分

大間町総
合開発セ
ンター広

場
大間字奥
戸下道28

－1

約800ｍ
100m×
100ｍ

転圧一部
あり（庁
舎予定
地）

大間港
(県管理）
水深5.5ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

大間港湾施設内に立地
していることから、地震・
津波高潮時には施設は
使用不可

9
下手地区
屋内施設

1,200
大間町勤
労青少年
ホーム

大間字
大間平
41－7

452
鉄骨2階
747㎡

9m × ○ ○ 町道
乗用車、

徒歩
15分

大間中学
校グラン

ド
大間字大
間平37‐2

約500ｍ
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

大間港
(県管理）
水深5.5ｍ

なし

大間地区
内へ迂回
路（町道・
農道）あ

り

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
7月29日
9:45～9:55

10
奥戸地区
屋内施設

設定なし
奥戸

小学校

奥戸字
舘の上

96
500

鉄筋コン
クリート3

階
1,463㎡

10m × ○ ○
国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

15分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約100ｍ
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

奥戸漁港
（県管理）
水深4m

国道338号
上仏町地
区急傾斜
災害危険
箇所あり

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
7月29日
10:50～11:05

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 2 / 4 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

11 〃 設定なし
奥戸

中学校

奥戸字
舘の上
96－7

581

鉄筋コン
クリート3

階
829㎡

13m × ○ ○
国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

15分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

施設に隣
接

100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

奥戸漁港
（県管理）
水深4m

なし

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
7月29日
11:05～11:20

12 〃 800
大間公民
館奥戸分

館

奥戸字
大川目

136
123

木造平屋
建1階
204㎡

1m × ○ ×
国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

15分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約1㎞
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

奥戸漁港
（県管理）
水深4m

春日神社
裏急傾斜
災害危険
箇所あり

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
奥戸川に隣接しているこ
とから、津波・高潮・大雨
時には施設は使用不可

13 〃 738
大間町農
業研修セ

ンター

奥戸字
舘の上
10－3

276
木造平屋

建1階
457㎡

10m × ○ ○
国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

15分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約300ｍ
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

奥戸漁港
（県管理）
水深4m

なし

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
今年度町道を挟み新施
設を建築し、既存施設の
センターは解体予定

14
奥戸地区
屋外避難

場所
設定なし

奥戸向町
避難公園

奥戸字
二ツ石
179-25

他

設定
なし

公衆トイ
レ

51㎡
24m × × ×

国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

15分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約3㎞
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

小奥戸漁
港（県管

理）
水深3m

避難所付
近急傾斜
災害危険
箇所あり

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

避難場所へのアクセス道路が未舗
装の上、幅員が狭く、十分な駐車場
もない。また、国道が通行止めにな
ると、う回路がないので、他の場所
への移動が不可能。屋内避難施設
なし。（トイレのみ）

15 〃 設定なし
奥戸地域
避難公園

奥戸字
焼畑49
番地外

設定
なし

公衆トイ
レ

15㎡
14m × × × 町道

乗用車、
徒歩

10分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約1㎞
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

奥戸漁港
（県管理）
水深4m

春日神社
裏急傾斜
災害危険
箇所あり

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内

避難場所へのアクセス道路の幅員
が非常に狭く、大型車両の進入が
不可能。車での避難者が集中すれ
ば問題あり。屋内避難施設なし。
（トイレのみ）

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 3 / 4 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

16 材木地区 264
農村婦人

の家

奥戸字
材木川
目32－

2

196
木造平屋

建1階
325㎡

海抜
不明

× ○ ○
国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

10分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約4㎞
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

材木漁港
（町管理）
水深3m

津鼻崎公
園急傾斜
災害危険
箇所あり

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
7月29日
11:25～11:30

17
材木地区
屋外避難

場所
設定なし

材木避難
公園

奥戸字
八ツ森

4-1

設定
なし

公衆トイ
レ

51㎡

海抜
不明

× × ×
国道338
号・町道

乗用車、
徒歩

10分

奥戸中学
校グラン

ド
奥戸字舘
の上96

約4.5㎞
100m×
150ｍ

堅固（グ
ランド）

材木漁港
（町管理）
水深3m

津鼻崎公
園急傾斜
災害危険
箇所あり

国道338
号通行止
めの場合
孤立集落

となる

国道279号
線並びに
338号線に
交通規制

がかかると
避難でき

ず。

バス・車 30分以内
屋内避難施設なし。
（トイレのみ）

7月29日
11:30～11:40

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 4 / 4 ページ



別 紙

風間浦村現地調査項目風間浦村現地調査項目



蛇浦公民館

蛇浦小学校

国道２７９号
中央公民館

風間浦中学校

桑畑温泉ゆんゆん

桑畑公民館

国道３３８号
中央公民館

易国間小学校

総合福祉センター
下風呂公民館

下風呂小学校

甲集会場

村道薬研易国間線

冬期閉鎖区間



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

町村名　風間浦村

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

蛇浦公民館
～国道２７９
号～むつ市

陸路 ５５分

蛇浦公民館
～国道２７９
号～蛇浦小
グラウンド
～むつ市

陸路＋空
路

不明

蛇浦公民館
～国道２７９
号～蛇浦漁
港

陸路＋海
路

不明

蛇浦小学校
～国道２７９
号～むつ市

陸路 ５０分

蛇浦小学校
～蛇浦小グ
ラウンド～
むつ市

空路 不明

蛇浦小学校
～国道２７９
号～蛇浦漁
港～むつ市

陸路＋海
路

不明

中央公民館
～国道２７９
号～むつ市

陸路 ５０分

中央公民館
～易国間小
学校グラウ
ンド～むつ
市

陸路＋空
路

不明

中央公民館
～国道２７９
号～易国間
漁港～むつ
市

陸路＋海
路

不明

易国間小学
校～国道２
７９号～む
つ市

陸路 ５０分

易国間小学
校～易国間
小グラウン
ド～むつ市

空路 不明

易国間小学
校～国道２
７９号～易
国間漁港～
むつ市

陸路＋海
路

不明

総合福祉セ
ンター～国
道２７９号～
むつ市

陸路 ５０分

総合福祉セ
ンター～易
国間小グラ
ウンド～む
つ市

陸路＋空
路

不明

50×80 堅固（校
庭）

易国間漁
港（県管
理）水深
５m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

有 国道279
号→村道
大川目線
→総合福
祉セン
ター

徒歩、乗
用車

５分 易国間小
学校グラ
ウンド

600m(徒
歩10分）

徒歩、乗
用車

大字易
国間字
大川目
１１－２

350人 鉄骨平屋
1734㎡

１５m

5

易国間地区 ８８０人
（要援護
者５１人）

総合福祉
センター

有

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

５分 易国間小
学校グラ
ウンド

100m(徒
歩５分）

50×80

無

堅固（校
庭）

易国間漁
港（県管
理）水深
５m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

有

推定
標高
（海
抜）

3

易国間地区 ８８０人
（要援護
者５１人）

中央公民
館

大字易
国間字
大川目
２８－５

240人 鉄骨二階
建804㎡

３m

収容地区名 近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

無 有 有 国道279
号→村道
蛇浦小学
校線→蛇
浦小学校
ふるさと
農道→蛇
浦小学校

2

蛇浦地区 ５８５人
（要援護
者２８人）

蛇浦小学
校

大字蛇
浦字古
釜谷平
126

１１０
人（体
育館）

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

施設名 所在地
収容
人員

施設の構
造、面積

木造平屋
367㎡

２４m 50×80 堅固（校
庭）

蛇浦漁港
（村管理）
水深3m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

徒歩、乗
用車（村
道蛇浦小
学校線は
大型車通
行不可）

５分 蛇浦小学
校グラウ
ンド

０m（徒歩
０分）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

蛇浦地区 ５８５人
（要援護
者２８人）

蛇浦公民
館

大字蛇
浦字蛇
浦１７
－１

１１０
人

木造二階
建395㎡

５m 蛇浦小学
校グラウ
ンド

1.2㎞（徒
歩15分）

無 有 有 国道279
号→村道
蛇浦公民
館線→蛇
浦公民館

7月29日
①13:25～13:55

50×80 堅固（校
庭）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

蛇浦漁港
（村管理）
水深3m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

徒歩、乗
用車（村
道蛇浦は
大型車通
行不可）

５分

易国間地区 ８８０人
（要援護
者５１人）

易国間小
学校

大字易
国間字
大川目
２１－３

１４７
人

易国間漁
港（県管
理）水深
５m

５分 易国間小
学校グラ
ウンド

０m（徒歩
０分）

50×80 堅固（校
庭）

有 有 国道279
号→村道
大川目線
→易国間
小学校

無 有 国道279
号→村道
大川目線
→中央公
民館

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

徒歩、乗
用車

鉄骨二階
建486㎡

７m 無

1

4

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 1 / 3 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

推定
標高
（海
抜）

収容地区名 近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

施設名 所在地
収容
人員

施設の構
造、面積

総合福祉セ
ンター～国
道２７９号～
易国間漁港
～むつ市

陸路＋海
路

不明

風間浦中学
校～国道２
７９号～む
つ市

陸路 ５０分

風間浦中学
校～風間浦
中学校グラ
ウンド～む
つ市

空路 不明

風間浦中学
校～国道２
７９号～易
国間漁港～
むつ市

陸路＋海
路

不明

桑畑温泉～
国道２７９号
～むつ市

陸路 ４５分

桑畑温泉～
国道２７９号
～易国間小
グラウンド
～むつ市

陸路＋空
路

不明

桑畑温泉～
国道２７９号
～桑畑漁港
～むつ市

陸路＋海
路

不明

桑畑公民館
～国道２７９
号～むつ市

陸路 ４５分

桑畑公民館
～国道２７９
号～易国間
小グラウン
ド～むつ市

陸路＋空
路

不明

桑畑公民館
～国道２７９
号～桑畑漁
港～むつ市

陸路＋海
路

不明

下風呂公民
館～国道２
７９号～む
つ市

陸路 ４０分

下風呂公民
館～国道２
７９号～下
風呂小グラ
ウンド～む
つ市

陸路＋空
路

不明

下風呂公民
館～国道２
７９号～下
風呂漁港～
むつ市

陸路＋海
路

不明

甲集会所～
国道２７９号
～むつ市

陸路 ４０分国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不

５分 下風呂小
学校グラ
ウンド

１㎞（車１
分）

50×100 堅固（校
庭）

下風呂漁
港（県管
理）水深
４m

７m 無 有 有 国道279
号→甲集
会場

徒歩、乗
用車

下風呂地区 ８４７人
（要援護
者２９人）

甲集会場 大字下
風呂字
甲平ノ
下２－

60人 木造平屋
210㎡

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

５分 易国間小
学校グラ
ウンド

４㎞（車5
分）

50×80 堅固（校
庭）

桑畑漁港
（村管理）
水深　m

１５m 無 有 有 国道279
号→桑畑
公民館

徒歩、乗
用車

桑畑漁港
（村管理）
水深　m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

8

桑畑地区 １１６人
（要援護
者５人）

桑畑公民
館

大字易
国間字
ニタ川
７－１

100人 木造平屋
建330㎡

徒歩、乗
用車（村
道は大型
車通行不
可）

５分 易国間小
学校グラ
ウンド

４㎞（車5
分）

50×80 堅固（校
庭）

木造平屋
建230㎡

２４m 無 有 有 国道279
号→桑畑
学校線→
桑畑温泉
ゆんゆん

7

桑畑地区 １１６人
（要援護
者５人）

桑畑温泉
ゆんゆん

大字易
国間字
湯ノ上
１－１

70人

易国間地区 ８８０人
（要援護
者５１人）

風間浦中
学校

大字易
国間字
古野１
８

３７０
人

鉄骨二階
建1,218
㎡

２７m 無 有 有 国道279
号→村道
統合中学
校線→風
間浦中学
校

7月29日
②14:05～14:35

徒歩、乗
用車

５分 風間浦中
学校グラ
ウンド

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

０m（徒歩
０分）

１10×
150

堅固（校
庭）

易国間漁
港（県管
理）水深
５m

下風呂地区 ８４７人
（要援護
者２９人）

下風呂公
民館

大字下
風呂字
下風呂
１

２００
人

国道279
号→村道
下風呂公
民館線→
下風呂公
民館

堅固（校
庭）

鉄骨二階
建690㎡

２０m 無 有 有 ５分 下風呂小
学校グラ
ウンド

３㎞（車３
分）

50×100

6

9

徒歩、乗
用車（村
道は大型
車通行不
可）

下風呂漁
港（県管
理）水深
４m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 2 / 3 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

推定
標高
（海
抜）

収容地区名 近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項 調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

施設名 所在地
収容
人員

施設の構
造、面積

甲集会所～
国道２７９号
～下風呂小
グラウンド
～むつ市

陸路＋空
路

不明

甲集会所～
国道２７９号
～下風呂漁
港～むつ市

陸路＋海
路

不明

下風呂小学
校～国道２
７９号～む
つ市

陸路 ４０分

下風呂小学
校～下風呂
小グラウン
ド～むつ市

空路 不明

下風呂小学
校～国道２
７９号～下
風呂漁港～
むつ市

陸路＋海
路

不明

可）

国道２７９
号（通行
止めの場
合移動不
可）

7月29日
③14:50～15:20

10

３

下風呂小
学校グラ
ウンド

０m（徒歩
０分）

50×100 堅固（校
庭）

下風呂漁
港（県管
理）水深
４m

国道２７９
号（桑畑～
菅ノ尻）

無 有 有 国道279
号→村道
甲浄水場
線→下風
呂小学校

徒歩、乗
用車

５分

11

下風呂地区 ８４７人
（要援護
者２９人）

下風呂小
学校

大字下
風呂字
甲平ノ
上１８
－１

２６５
人

鉄骨二階
建876㎡

５４m

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 3 / 3 ページ



別 紙

佐井村現地調査項目佐井村現地調査項目



国道３３８号

原田地区生活改善センター

佐井中学校

長福寺

県道薬研佐井線

長福寺

農業研修センター八幡堂
佐井小学校

佐井村振興センター

矢越地区生活改善センタ
県道薬研佐井線

矢越地区生活改善センター

旧磯谷小中学校

県道川内佐井線
長後地区生活改善センター

歌舞伎の館

福浦小中学校

牛滝地区交流促進センター

牛滝小中学校

県道長後川内線

冬期閉鎖区間



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

町村名 佐井村

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

センター～
国道338号
～国道279
号～むつ市

陸路 約80分

センター～
国道338号
～県道薬研
佐井線～む
つ市

陸路 約100分

センター～
国道338号
～県道川内
佐井線～む
つ市

陸路 約110分

センター～
国道338号
～県道長後
川内線～む
つ市

陸路 約２００分

センター～国
道338号～佐
井中学校グ
ランド～むつ
市

陸路+空
路

不明

センター～
村道～原
田漁港～
むつ市

陸路+海
路

不明

佐井中学校
～国道338
号～国道
279号～む
つ市

陸路 約80分

佐井中学校
～国道338号
～県道薬研
佐井線～む
つ市

陸路 約100分

佐井中学校
～国道338号
～県道川内
佐井線～む
つ市

陸路 約110分

佐井中学校
～国道338号
～県道長後
川内線～む
つ市

陸路 約２００分

佐井中学
校グランド
～むつ市

陸路+空
路

不明

佐井中学校
～国道３３８
号～漁港道
～佐井漁港
～むつ市

陸路+海
路

不明

長福寺～国
道338号～
国道279号
～むつ市

陸路 約80分

3

長福寺～国
道338号～県
道薬研佐井
線～むつ市

陸路 約100分

長福寺～国
道338号～県
道川内佐井
線～むつ市

陸路 約110分

2

県道薬研
佐井線、
国道338
号

約500ｍ
（徒歩8
分）

80ｍ×
100ｍ

舗装 佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。
ヘリポート候補地につい
ては漁港内にあるため浸
水の場合使用不可とな
り、その場合は佐井中学
校を使用

乗用車、
徒歩
（大型バ
スは不
可）

５分 佐井漁港× ○ ○ 国道３３８
号～村道
～長福寺

国道338
号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。

佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

バス、乗
用車、徒
歩

５分 同敷地内 7月28日
④15：40～16：00

佐井地区 1442人
（要援護
者210人）

長福寺 大字佐
井字古
佐井１
１２－１

100 木造平屋 １５ｍ

80ｍ×
80ｍ

賢固
※一部芝
生

80ｍ×
80ｍ

× ○ ○ 国道338
号～佐井
中学校

バス、乗
用車、徒
歩

約1ｋｍ
（徒歩15
分）

○

佐井地区 1442人
（要援護
者210人）

佐井中学
校

大字佐
井字中
道７５

370人 ＲＣ造２Ｆ
１２３３㎡

避難所へのルートで一部
海岸線に面した低地があ
り浸水等の場合移動が
できない場合がある。
国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。

7月28日
⑤16：05～16：15

国道338
号

賢固
※一部芝
生

原田漁港
（村管理）
水深2
メートル

原田地区 ２６８人
（要援護
者４６人）

原田地区
生活改善
センター

10分 佐井中学
校グラン
ド

○ 国道338
号～セン
ター

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項
施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

1

×大字佐
井字中
道８３
－４０

６０人 木造平屋
326.43㎡

１１ｍ

２８ｍ

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 1 / 6 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項
施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

長福寺～国
道338号～県
道長後川内
線～むつ市

陸路 約２００分

3

長福寺～村
道～国道３３
８号～佐井漁
港～むつ市

陸路+空
路

不明

長福寺～村
道～国道３３
８号～佐井
漁港～むつ
市

陸路+海
路

不明

センター～
国道338号
～国道279
号～むつ市

陸路 約80分

センター～県
道薬研佐井
線～むつ市

陸路 約90分

センター～県
道薬研佐井
線～国道338
号～県道川
内佐井線～
むつ市

陸路 約110分

センター～県道
薬研佐井線～
国道338号～県
道長後川内線
～むつ市

陸路 約２００分

センター～県道
薬研佐井線～
国道３３８号～
佐井漁港～む
つ市

陸路+空
路

不明

センター～県道
薬研佐井線～
国道３３８号～
佐井漁港～む
つ市

陸路+海
路

不明

八幡堂～国
道338号～
国道279号
～むつ市

陸路 約80分

八幡堂～国
道３３８号～
県道薬研佐
井線～むつ
市

陸路 約90分

八幡堂～村
道～県道川
内佐井線～
むつ市

陸路 約110分

八幡堂～村道
～県道川内再
選～国道338号
～県道長後川
内線～むつ市

陸路 約２００分

八幡堂～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+空
路

不明

八幡堂～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+海
路

不明

4

5

乗用車、
徒歩
（大型バ
スは不
可）

佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

県道、国
道のアクセ
ス途中に
急傾斜地
の指定箇
所有

県道川内
佐井線、
国道338
号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。
ヘリポート候補地につい
ては漁港内にあるため浸
水の場合使用不可とな
り、その場合は佐井中学
校を使用

舗装木造平屋 ２５ｍ × ○ × ８分 佐井漁港 約800ｍ
（徒歩10
分）

80ｍ×
100ｍ

上流部に
土石流災
害区域有

県道薬研
佐井線、
国道338
号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。
ヘリポート候補地につい
ては漁港内にあるため浸
水の場合使用不可とな
り、その場合は佐井中学
校を使用

佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

20

バス、乗
用車、徒
歩

国道338
号、県道
川内佐井
線、村道
～八幡宮

木造平屋
652.83㎡

７ｍ × ○ ○ 県道～セ
ンター

佐井地区 1442人
（要援護
者210人）

八幡堂 大字佐
井字八
幡堂

５分 佐井漁港 約500ｍ
（徒歩8
分）

80ｍ×
100ｍ

舗装佐井地区 1442人
（要援護
者210人）

農業研修
センター

大字佐
井字古
佐井川
目２－
７

60

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 2 / 6 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項
施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

小学校～国
道338号～
国道279号
～むつ市

陸路 約80分

小学校～国
道３３８号～
県道薬研佐
井線～むつ
市

陸路 約90分

小学校～国
道３３８号～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約110分

小学校～国道
338号～県道長
後川内線～む
つ市

陸路 約２００分

小学校～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+空
路

不明

小学校～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+海
路

不明

小学校～国
道338号～
国道279号
～むつ市

陸路 約80分

小学校～国
道３３８号～
県道薬研佐
井線～むつ
市

陸路 約90分

小学校～国
道３３８号～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約110分

小学校～国道
338号～県道長
後川内線～む
つ市

陸路 約２００分

小学校～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+空
路

不明

小学校～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+海
路

不明

佐井漁港 約1.5ｋｍ
（徒歩25
分）

80ｍ×
100ｍ

舗装 センター～
国道338号
～国道279
号～むつ市

陸路 約90分

8

センター～国
道３３８号～
県道薬研佐
井線～むつ
市

陸路 約110分

センター～国
道３３８号～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約100分

× ○ ○

6

佐井地区 1442人
（要援護
者210人）

佐井小学
校

大字佐
井字糠
森１０３
－３

３２０
人

国道３３８
号～小学
校

バス、乗
用車、徒
歩

ＲＣ造３Ｆ
１０６３㎡

９ｍ ８分 佐井漁港 約300ｍ
（徒歩5
分）

80ｍ×
100ｍ

舗装 佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

国道338
号、ふる
さと林道

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。
ヘリポート候補地につい
ては漁港内にあるため浸
水の場合使用不可とな
り、その場合は佐井中学
校を使用

7月28日
③15：10～15：30

7

佐井地区 1442人
（要援護
者210人）

佐井村振
興セン
ター

大字佐
井字糠
森２０

20 ＲＣ造２Ｆ
1103.64
㎡

２５ｍ ○ ○ ○ 国道３３８
号～振興
センター

バス、乗
用車、徒
歩

８分 佐井漁港 約300ｍ
（徒歩5
分）

80ｍ×
100ｍ

舗装 佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

国道338
号、ふる
さと林道

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。
ヘリポート候補地につい
ては漁港内にあるため浸
水の場合使用不可とな
り、その場合は佐井中学
校を使用

矢越地区 ２０３人
（要援護
者３５人）

矢越地区
生活改善
センター

大字佐
井字糠
森１３０
－２

７０人 木造平屋
339.52㎡

３４ｍ × ○ ○ 国道338
号～セン
ター

佐井漁港
（県管理）
水深2
メートル

国道沿い
に急傾斜
地及び地
滑り指定
箇所有

バス、乗
用車、徒
歩

10分 国道338
号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線は冬季間通行止
め。
ヘリポート候補地につい
ては漁港内にあるため浸
水の場合使用不可とな
り、その場合は佐井中学
校を使用

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 3 / 6 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項
施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

センター～国道
338号～県道長
後川内線～む
つ市

陸路 約19０分

8

センター～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+空
路

不明

センター～国道
３３８号～佐井
漁港～むつ市

陸路+海
路

不明

センター～
国道338号
～国道279
号～むつ市

陸路 約110分

センター～国
道３３８号～
県道薬研佐
井線～むつ
市

陸路 約130分

センター～国
道３３８号～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約120分

センター～国道
338号～県道長
後川内線～む
つ市

陸路 約19０分

センター～村
道川磯線～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約110分

センター～林
道～県道川
内佐井線～
むつ市

陸路 約110分

センター～村道
～国道３３８号
～処理場～む
つ市

陸路+空
路

不明

センター～村道
～国道３３８号
～磯谷漁港～
むつ市

陸路+海
路

不明

センター～
国道338号
～国道279
号～むつ市

陸路 約130分

10

センター～国
道３３８号～
県道薬研佐
井線～むつ
市

陸路 約140分

センター～国
道３３８号～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約130分

センター～国道
338号～県道長
後川内線～む
つ市

陸路 約18０分

9

磯谷地区 １６５人
（要援護
者２２人）

旧磯谷小
中学校

大字佐
井字磯
谷１０２
－１

８０人 木造平屋
1069㎡

２４ｍ × ○ ○ 国道 乗用車、
徒歩
（大型バ
スは不
可）

８分 漁業集落
排水処理
施設敷地

約500ｍ
（徒歩8
分）

50ｍ×
50ｍ

展圧なし
※一部道
路部分舗
装

磯谷漁港
（村管理）
水深2
メートル

避難経路
内に土石
流警戒区
域有、避
難地背後
に地滑り
指定箇所
有

村道川磯
線、林
道、国道
338号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線・村道川磯線、林道
は冬季間通行止め。
ヘリポート候補地につい
ては海岸付近のため浸
水の場合使用不可

長後地区 ８１人
（要援護
者１４人）

長後地区
生活改善
センター

大字長
後字長
後川目
２２

６０人 木造平屋
282.38㎡

１０ｍ × ○ ○ 村道 乗用車、
徒歩
（大型バ
スは不
可）

５分 旧長後小
中学校用
地

隣接地 50ｍ×
50ｍ

賢固 長後漁港
（村管理）
水深1.5
メートル

途中に土
砂災害、
急傾斜
地、地滑り
の指定箇
所有

村道、国
道338号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線・村道川磯線、林道
は冬季間通行止め。

7月28日
①13：20～13：40

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 4 / 6 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項
施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

センター～国
道338号～村
道川磯線～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約120分

10

センター～国
道338号～林
道～県道川
内佐井線～
むつ市

陸路 約120分

センター～むつ
市

陸路+空
路

不明

センター～村道
～～長後漁港
～むつ市

陸路+海
路

不明

センター～
村道～国道
338号～国
道279号～
むつ市

陸路 約150分

センター～村
道～国道３３
８号～県道
薬研佐井線
～むつ市

陸路 約160分

センター～村
道～国道３３
８号～県道川
内佐井線～
むつ市

陸路 約140分

センター～村道
～国道338号～
県道長後川内
線～むつ市

陸路 約11０分

センター～村
道福浦川目
線～県道長
後川内線～
むつ市

陸路 約100分

センター～村
道～国道338
号～村道川
磯線～県道
川内佐井線
～むつ市

陸路 約140分

センター～村
道～国道338
号～林道～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約140分

センター村道～
国道338号～長
後センター～む
つ市

陸路+空
路

不明

センター～村道
～～福浦漁港
～むつ市

陸路+海
路

不明

同上 同上 同上

11

福浦地区 １４３人
（要援護
者２２人）

歌舞伎の
館

大字長
後字福
浦川目
７０－１

１００
人

木造平屋
569.58㎡

１４ｍ × ○ ○ 村道～セ
ンター

バス、乗
用車、徒
歩

8分 旧長後小
中学校用
地

約5ｋｍ
（車10分）

50ｍ×
50ｍ

賢固 福浦漁港
（村管理）
水深2
メートル

地区内及
び施設付
近に急傾
斜地指定
箇所有

国道338
号、村道
福浦川目
船

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線・村道川磯線、村道
福浦川目線、林道は冬
季間通行止め。

7月28日
②14：00～14：30

12

福浦地区 １４３人
（要援護
者２２人）

福浦小中
学校

大字長
後字福
浦川目
６９

１７０
人

木造２Ｆ
1461㎡

１５ｍ × ○ ○ 村道～学
校

同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 5 / 6 ページ



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

（所在地）
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所
への避難方法等

収容地区名
施設名 所在地

収容
人員

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

最寄りの避難所から
広域の避難方法等

避難所から
他の集落へ
の移動経路

特記事項
施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）

センター～
村道～国道
338号～国
道279号～
むつ市

陸路 約160分

センター～村
道～国道３３
８号～県道
薬研佐井線
～むつ市

陸路 約170分

センター～村
道～国道３３
８号～県道川
内佐井線～
むつ市

陸路 約150分

センター～村道
～国道338号～
県道長後川内
線～むつ市

陸路 約100分

センター～ｓｐ
村道～国道
338号～村道
川磯線～県
道川内佐井
線～むつ市

陸路 約140分

センター～村
道～国道33８
号～林道～
県道川内佐
井線～むつ
市

陸路 約140分

センター～村
道～国道338
号～県道長
後川内線～
むつ市

陸路+空
路

不明

センター～村
道～牛滝漁
港～むつ市

陸路+海
路

不明

同上 同上 同上

13

牛滝地区 １１７人
（要援護
者１２人）

牛滝地区
交流促進
センター

大字長
後字牛
滝川目
１００－
１

９０人 木造平屋
497.34㎡

９ｍ × ○ ○ 村道～セ
ンター

バス、乗
用車、徒
歩

5分 野平高原
キャンプ
場

約5キロ
（車10分）

50ｍ×
50ｍ

舗装（駐
車場）

牛滝漁港
（県管理）
水深3
メートル

地区内及
び施設付
近に土石
流、急傾
斜地指定
箇所有

村道、国
道338号

国道２７９号が通行止め
の場合利用不可、県道
薬研佐井線・県道川内佐
井線・村道川磯線、林道
は冬季間通行止め。

14

牛滝地区 １１７人
（要援護
者１２人）

牛滝小中
学校

大字長
後字牛
滝川目
２１－１

９０人 同上Ｓ造　２Ｆ
1036㎡

１０ｍ × ○ ○ 同上 同上 同上 同上 同上同上 同上 同上 同上 同上

※管内図（避難所の記載あり）、避難経路図、避難所及びヘリポート候補地の周辺図等を添付してください。 6 / 6 ページ
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県道むつ尻屋崎線

村道薬研易国間線

県道薬研佐井線

国道２７９号
国道３３８号

大畑中学校

県道尻労袰部線

県道関根蒲野沢線

県道むつ恐山公園大畑線県道川内佐井線

県道尻労小田野沢線

県道川内佐井線

第一田名部小学校
大平中学校

県道長後川内線

第 田名部小学校

大湊中学校

県道むつ東通線

国道３３８号

国道２７９号

川内中学校

脇野沢中学校

冬期閉鎖区間



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

(所在地)
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

本町 67 第一田名部小学校 柳町二丁目７－１ 鉄骨造 乗用車 大平岸壁 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ ②９月９日

田名部町 192 体育館 270 540 約18ｍ 徒歩 約2．8㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合 １０：００～１０：３０

柳町一丁目 水深８ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

　　～柳町四丁目 2,341 むつ中学校 栗山町１７－２ 鉄骨造 乗用車 むつ運動公園 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

栗山町 620 体育館 515 1,029 約37ｍ 徒歩 陸上競技場 約2．6㎞ 芝生 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

女舘 368 (山田町４３番１) 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

尻釜 49 むつ来さまい館 田名部町１０－１ 鉄骨造 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

宮後 49 1,215 2,430 約6ｍ 国道338号 徒歩 約3．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

樺山 169 国道279号 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

上川町 918 むつ下北 柳町１－１０－２５ 鉄筋コン 県道6号 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

横迎町一丁目 観光物産館 864 1,728 約5ｍ 市道 徒歩 約3．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

　・横迎町二丁目 1,704 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

赤坂 562 柳町ひまわり保育園 柳町一丁目９－１３ 木造 乗用車 むつ運動公園 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

斗南岡 151 遊戯室等 58 116 約6ｍ 徒歩 陸上競技場 約2．9㎞ 芝生 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

最花 121 (山田町４３番１) 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

品ノ木 1,021 横迎町保育所 横迎町 木造 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

酪農 62 遊戯室等 二丁目３－２３ 76 152 約4ｍ 徒歩 約3．1㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

土手内 547 土手内集会所 字土手内７４－９２２ 木造 乗用車 むつ運動公園 大平岸壁 避難経路沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室 70 140 約5ｍ 市道 徒歩 陸上競技場 約3．9㎞ 芝生 (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

(山田町４３番１) 水深８ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

仲町 1,562 田名部中学校 緑町２２－８ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

若松町 806 体育館 803 1,606 約6ｍ 徒歩 約1．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

海老川町 1,516 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

港町 3 田名部高等学校 海老川町６－１８ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

緑町 990 体育館 804 1,608 約6ｍ 県道272号 徒歩 約1．7㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

下北町 914 県道177号 原子力球場 堅固 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

緑町保育所 緑町８－１０ 木造 県道176号 乗用車 (グラウンド) 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

遊戯室等 57 113 約4ｍ 市道 徒歩 約1．4㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

海老川ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 緑町３－１ 木造 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 83 165 約6ｍ 徒歩 約1．7㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

新町 2,355 苫生小学校 金曲一丁目５－１０ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

苫生一丁目 体育館 372 744 約4ｍ 徒歩 約2．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

　　・苫生二丁目 897 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

金曲一丁目 1,335 新町保育所 新町６－３５ 木造 国道279号 乗用車 堅固 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

昭和町 1,347 遊戯室等 73 145 約6ｍ 県道177号 徒歩 原子力球場 約2．5㎞ (グラウンド) (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

市道 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

禄寿荘 新町３２－３６ 木造 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 63 126 約6ｍ 徒歩 約2．4㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

小川町一丁目 第二田名部小学校 小川町 鉄骨造 乗用車 大平岸壁 避難経路沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

・小川町二丁目 2,089 体育館 一丁目１８－１０ 349 698 約14ｍ 徒歩 約2．0㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

金谷一丁目 水深８ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

・金谷二丁目 1,550

中央一丁目 248 小川町 小川町 木造 国道338号 乗用車 むつ運動公園 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

岩菜 9 第２白百合保育園 一丁目１５－１３ 県道4号 徒歩 陸上競技場 約2．1㎞ 芝生 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

金谷団地 39 遊戯室等 42 84 約13ｍ 市道 (山田町４３番１) 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

緑ヶ丘 871

松山町 771 市民体育館 金谷一丁目７－２６ 鉄骨造 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

十二林 228 体育館 510 1,019 約6ｍ 徒歩 約1．8㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

美里町 197 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

長坂 41

南町 453 第三田名部小学校 金曲二丁目１１－１２ 木造 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

赤川町 205 体育館 143 285 約5ｍ 徒歩 原子力球場 約3．0㎞ 堅固 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

南赤川町 43 国道279号 (グラウンド) 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

松原町 275 県道271号

金曲二丁目 大曲ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 大曲二丁目１－１ 木造 県道176号 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

・金曲三丁目 1,285 研修室等 94 188 約7ｍ 市道 徒歩 原子力球場 約3．4㎞ 堅固 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

大曲一丁目 (グラウンド) 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

～大曲三丁目 1,212

山田町 1,358 大平小学校 大平町８－６ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわた

真砂町 16 体育館 450 900 約14ｍ 徒歩 大平岸壁 約0．6㎞ 堅個 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 る原子力災害が起こった場合

文京町 932 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

7 並川町 1,099 大平中学校 並川町２－４ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 避難所東側、南側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ ③９月９日

大平町 1,404 体育館 479 958 約24ｍ 国道338号 徒歩 約0．9㎞ (県管理) 急傾斜地警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合 １１：００～１１：３０

大湊新町 1,062 県道174号 むつ運動公園 芝生 水深８ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。
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原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

(所在地)
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

最寄りの避難所から広域の避難方法等

町村名　　　　　むつ市

避難所から
他の集落へ
の移動径路

所在地 収容人員
施設の構
造、面積

調査日時No.

非常
用電
源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所への避難
方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾
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収容地区名
近隣のがけ崩れ

等危険箇所

推定標
高（海
抜）

施設名 番号

(㎡)

旭町 1,031 むつ工業高等学校 文京町２２－７ 鉄筋コン 市道 乗用車 陸上競技場 大平岸壁 避難所西側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

中央二丁目 967 体育館 703 1,406 約32ｍ 徒歩 (山田町４３番１) 約0．5㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

7 荒川町 599 水深８ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

松森町 756 大平保育所 大平町３９－６ 木造 乗用車 大平岸壁 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

越葉沢(落葉沢) 60 遊戯室等 47 94 約10ｍ 徒歩 大平岸壁 約1．0㎞ 堅固 (県管理) 急傾斜地警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

大湊浜町 562 大湊小学校 大湊上町４３－３２ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 避難所海沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

大湊上町 599 体育館 438 875 約14ｍ 徒歩 約2．5㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

川守町 851 水深８ｍ 周辺が土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

勤労青少年ホーム 大湊上町３－１２ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 273 958 約16ｍ 徒歩 約1．9㎞ (県管理) 土石流警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

国道338号 大平岸壁 堅固 水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

むつ市中央公民館 大湊浜町１３－１ 鉄筋コン 市道 乗用車 大平岸壁 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

講堂 140 279 約6ｍ 徒歩 約1．8㎞ (県管理) 土石流警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

福寿荘 川守町５－９ 木造 乗用車 大平岸壁 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 78 156 約32ｍ 徒歩 約2．5㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

宇田町 564 大湊中学校　 桜木町１９－１ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ ④９月９日

桜木町 1,262 体育館 455 910 約54ｍ 徒歩 　約3．3㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合 １３：００～１３：３０

大湊町 852 水深８ｍ 土石流特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

宇曽利川 180 大湊高等学校 大湊 鉄筋コン 国道338号 乗用車 大平岸壁 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 字大近川４４－８４ 794 1,588 約62ｍ 市道 徒歩 大平岸壁 約3．6㎞ 堅固 (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ 土石流特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

学習センター 宇田町２１－２５ 鉄筋コン 乗用車 大平岸壁 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 142 283 約39ｍ 徒歩 約3．0㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深８ｍ 土石流特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

堺田 35 城ヶ沢小学校 城ヶ沢字畑下丁塚１ 鉄骨造 乗用車 角違漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

城ヶ沢 189 体育館 144 288 約10ｍ 徒歩 大平岸壁 約10．0㎞ 堅固 (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

新城ヶ沢 234 水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

泉沢 107 国道338号

永下 27 旧角違小中学校 城ヶ沢 木造 市道 乗用車 角違漁港 避難所北側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

近沢 52 体育館 字流道１４－６０ 127 253 約12ｍ 徒歩 大平岸壁 約14．0㎞ 堅固 (市管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

大川目 水深２ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

角違 171

一里小屋 162 旧金谷沢小学校 奥内 木造 乗用車 浜奥内漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

大室平 151 体育館 字金谷沢１－２８ 64 128 約7ｍ 国道279号 徒歩 約10．0㎞ 堅固 (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

金谷沢 190 市道 (グラウンド) 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

神山 41

今泉 27 奥内小学校 奥内字中野４０ 鉄筋コン 乗用車 浜奥内漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

石蕨平 9 体育館 368 736 約23ｍ 徒歩 約13．0㎞ (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

二又 9 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

奥内 289 近川中学校 奥内字江豚沢１－２ 鉄筋コン 国道279号 乗用車 堅固 浜奥内漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

浜奥内 143 体育館 348 696 約21ｍ 県道7号 徒歩 原子力球場 約14．0㎞ (グラウンド) (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

近川 490 市道 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

中野沢 320 旧中野沢小学校 中野沢 木造 乗用車 浜奥内漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

中野沢開拓 25 体育館 字上山道８－２５ 255 509 約46ｍ 徒歩 約16．0㎞ (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

南関根 340 関根小学校 関根 鉄筋コン 乗用車 高梨地区一帯が

名古平 62 体育館 字北関根１００－１ 347 693 約44ｍ 徒歩 関根漁港 土石流特別警戒区域 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

北関根 322 約4．0㎞ (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

出戸 160 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

美付 5 国道279号

水川目 64 関根中学校 関根字北関根１３３ 木造 県道266号 乗用車 正津川小学校 高梨地区一帯が

浜関根 300 体育館 169 338 約42ｍ 市道 徒歩 グラウンド 堅固 関根漁港 土石流特別警戒区域 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

清平 2 (大畑町 約4．3㎞ (グラウンド) (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

高梨 64 正津川平 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

南名古平 4 114-20)

川代 211 旧烏沢小学校 関根字安畑４９－１ 木造 乗用車 正津川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

烏沢 352 体育館 145 290 約9ｍ 国道279号 徒歩 約2．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

新田 21 市道 水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

上新田 6

新町 429 第一川内小学校 川内町熊ケ平１－３ 鉄骨造 乗用車 桧川漁港 避難所西側、南東に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

榀木 201 体育館 303 605 約21ｍ 徒歩 約0．5㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

15 熊ケ平 240 水深２～３ｍ 急傾斜地特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

新町集会所 川内町熊ケ平１－５ 木造 乗用車 桧川漁港 避難所北東に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 25 49 約3ｍ 徒歩 川内体育館 約0．6㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

国道338号 敷地内 堅固 水深２～３ｍ 急傾斜地特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。
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原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

(所在地)
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

最寄りの避難所から広域の避難方法等

町村名　　　　　むつ市

避難所から
他の集落へ
の移動径路

所在地 収容人員
施設の構
造、面積

調査日時No.

非常
用電
源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所への避難
方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設
特記事項

収容地区名
近隣のがけ崩れ

等危険箇所

推定標
高（海
抜）

施設名 番号

(㎡)

旧第一川内保育所 川内町榀木３８ 木造 県道46号 乗用車 (川内町 (グラウンド) 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

遊戯室等 175 350 約5ｍ 市道 徒歩 榀木153) 約0．2㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

15 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

あたご幼稚園 川内町川内８７ 木造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

遊戯室等 25 50 約5ｍ 徒歩 約0．4㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

谷地町 209 川内体育館 川内町榀木１５３ 鉄骨造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

中町 109 体育館 488 975 約6ｍ 徒歩 同敷地内 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

浦町 73 川内体育館 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

上町 179 川内公民館 川内町榀木１５３ 鉄筋コン 国道338号 乗用車 敷地内 堅固 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

浜町 149 集会室等 409 817 約6ｍ 市道 徒歩 (川内町 同敷地内 (グラウンド) (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

板子塚 99 榀木153) 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

中浦集会所 川内町川内４３５－２ 木造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 27 53 約5ｍ 徒歩 約0．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

仲崎 814 川内中学校 川内町休所５－１ 鉄骨造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ ⑤９月９日

初見 137 体育館 350 700 約5ｍ 徒歩 約1．1㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合 １４：００～１４：３０

葛沢 26 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

健康管理センター 川内町休所４２ 木造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 66 132 約5ｍ 徒歩 約1．2㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

大湊高校 水深２～３ｍ 初見地区一帯が ～青森市 広域への避難は困難となる。

エビナ保育園 川内町 木造 国道338号 乗用車 川内校舎校庭 堅固 桧川漁港 急傾斜地特別警戒区域 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

遊戯室等 休所４２－１８４ 110 220 約5ｍ 市道 徒歩 (川内町 約0．7㎞ (グラウンド) (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

家ノ上48) 水深２～３ｍ 土石流特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

初見地区公民館 川内町 木造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 休所４２－１４０ 25 49 約9ｍ 徒歩 約0．7㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

仲崎ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 川内町川内４２４ 木造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 17 33 約4ｍ 徒歩 約1．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

戸沢 106 戸沢地区公民館 川内町川代１５－１ 木造 乗用車 角違漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

袰川 88 集会室等 41 82 約3ｍ 徒歩 川内体育館 約4．5㎞ (市管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

国道338号 敷地内 堅固 水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

袰川地区公民館 川内町 木造モル 市道 乗用車 (川内町 (グラウンド) 角違漁港 避難所南側の海沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 袰川１０３－８０ 33 66 約12ｍ 徒歩 榀木153) 約3．5㎞ (市管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

田野沢 168 田野沢地区公民館 川内町田野沢１２６ 木造 国道338号 乗用車 川内体育館 堅固 角違漁港 避難経路沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 25 49 約8ｍ 市道 徒歩 敷地内 約1．5㎞ (グラウンド) (市管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

(川内町榀木153) 水深２ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

石倉 13 石倉地区公民館 川内町 木造 国道338号 乗用車 川内体育館 堅固 桧川漁港 高野川地区の一部に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

高野川 11 集会室等 石倉沢７５－２ 24 48 約39ｍ 市道 徒歩 敷地内 約3．5㎞ (グラウンド) (県管理) 土石流特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

(川内町榀木153) 水深２～３ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

上小倉平 115 上小倉平地区公民館 川内町 木造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

下小倉平 43 集会室等 上小倉平１４０－１ 25 49 約17ｍ 徒歩 約3．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

銀杏木 165 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

安部城 109 下小倉平地区公民館 川内町下小倉平９８ 木造 乗用車 桧川漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 20 40 約17ｍ 徒歩 約2．5㎞ (県管理) 土石流警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

川内体育館 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

銀杏木地区公民館 川内町銀杏木３１ 木造 県道46号 乗用車 敷地内 堅固 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 20 40 約21ｍ 市道 徒歩 (川内町 約4．5㎞ (グラウンド) (県管理) 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

榀木153) 水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

安部城地区公民館 川内町 木造 乗用車 桧川漁港 避難経路沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 新田２９０－４４ 20 40 約38ｍ 徒歩 約5．0㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

第二川内小学校 川内町立越４－１７ 鉄骨造 乗用車 桧川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 165 330 約20ｍ 徒歩 約4．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

畑 96 畑地区公民館 川内町家ノ辺９７ 木造 乗用車 桧川漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 41 82 約81ｍ 徒歩 川内体育館 約13．0㎞ (県管理) 土石流警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

県道46号 敷地内 堅固 水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧畑小学校 川内町 木造 市道 乗用車 (川内町 (グラウンド) 桧川漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 家ノ辺１００－８７ 165 330 約86ｍ 徒歩 榀木153) 約13．0㎞ (県管理) 土石流警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深２～３ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

湯野川 73 湯野川地区公民館 川内町 木造 乗用車 桧川漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 湯野川２５－１ 41 82 約113ｍ 徒歩 川内体育館 約15．0㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

県道46号 敷地内 堅固 水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧湯野川小学校 川内町湯野川３－３ 木造 市道 乗用車 (川内町 (グラウンド) 桧川漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 99 198 約124ｍ 徒歩 榀木153) 約15．0㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合
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原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

(所在地)
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

最寄りの避難所から広域の避難方法等

町村名　　　　　むつ市

避難所から
他の集落へ
の移動径路

所在地 収容人員
施設の構
造、面積

調査日時No.

非常
用電
源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所への避難
方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設
特記事項

収容地区名
近隣のがけ崩れ

等危険箇所

推定標
高（海
抜）

施設名 番号

(㎡)
水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

桧川 470 桧川地区公民館 川内町川代４－１ 木造 乗用車 桧川漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 20 40 約13ｍ 徒歩 約0．5㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

大湊高校 水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧桧川小学校 川内町川代２２５－１ 鉄骨造 国道338号 乗用車 川内校舎校庭 堅固 桧川漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 418 835 約25ｍ 市道 徒歩 (川内町 約0．5㎞ (グラウンド) (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

家ノ上48) 水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

大湊高等学校 川内町家ノ上４８ 鉄骨造 乗用車 桧川漁港 避難所北側、南側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

　　　川内校舎 徒歩 同敷地内 (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

体育館 1,250 2,500 約26ｍ 水深２～３ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

宿野部 357 宿野部地区公民館 川内町 木造 乗用車 宿野部漁港 避難経路沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 宿野部１０６－１ 20 40 約3ｍ 徒歩 大湊高校 約4．0㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

国道338号 川内校舎校庭 堅固 水深２ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧宿野部小学校 川内町宿野部 鉄骨造 市道 乗用車 (川内町 (グラウンド) 宿野部漁港 避難経路沿いに 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 榀木平５６-13 149 298 約10ｍ 徒歩 家ノ上48) 約3．0㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深２ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

蛎崎 306 蛎崎地区公民館 川内町 木造 乗用車 蛎崎漁港 避難所北側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 蛎崎寺ノ前148-36 20 40 約0ｍ 徒歩 小沢地区 約2．5㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

国道338号 公民館敷地内 堅固 水深２ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧蛎崎小学校 川内町 木造 市道 乗用車 (脇野沢 (グラウンド) 蛎崎漁港 避難所北東に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 蛎崎合野７４－１ 159 317 約7ｍ 徒歩 小サ沢1-9) 約2．0㎞ (県管理) 土石流特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深２ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

正津川 336 正津川小学校 大畑町 鉄骨造 乗用車 正津川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

平 647 体育館 正津川平１１４－２０ 281 562 約6ｍ 徒歩 同敷地内 (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

高待 99 正津川小学校 水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

正津川地区公民館 大畑町 鉄骨造 国道279号 乗用車 グラウンド 堅固 正津川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 正津川平８７－１ 169 338 約6ｍ 市道 徒歩 (大畑町 約0．5㎞ (グラウンド) (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

正津川平 水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

正津川児童館 大畑町 木造 乗用車 114-20) 正津川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 正津川平１１４－６４ 90 179 約6ｍ 徒歩 約0．2㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

(大畑) 東町町内会館 大畑町 木造 乗用車 大畑漁港 避難所南側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

上野 1,519 集会室等 筒万坂５６－７ 51 102 約6ｍ 徒歩 約0．1㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

筒万坂 177 水深２～７．５ｍ 急傾斜地特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

東町 261 大畑小学校 大畑町伊勢堂１－１ 鉄骨造 乗用車 大畑漁港 避難所南側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

庚申堂 105 体育館 473 945 約9ｍ 徒歩 同敷地内 (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

大畑小学校 水深２～７．５ｍ 急傾斜地特別警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

大畑公民館 大畑町中島１０８－５ 鉄筋コン 国道279号 乗用車 グラウンド 堅固 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

講堂 270 539 約5ｍ 県道238号 徒歩 (大畑町 約0．1㎞ (グラウンド) (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

市道 伊勢堂1-1) 水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

大畑体育館 大畑町中島１０８－５ 鉄骨造 乗用車 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 466 931 約5ｍ 徒歩 約0．1㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

上野町内会館 大畑町上野８５ 木造 乗用車 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 47 94 約8ｍ 徒歩 約0．3㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

中島 469 中島児童館 大畑町中島７２－２ 木造 乗用車 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

新町 374 体育館 134 268 約4ｍ 徒歩 約0．2㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

中島町内会館 大畑町中島８０－１６ 木造 乗用車 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 25 49 約6ｍ 徒歩 大畑小学校 約0．2㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

国道279号 グラウンド 堅固 水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

大畑中央保育所 大畑町中島４－４ 木造 県道4号 乗用車 (大畑町 (グラウンド) 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

遊戯室等 253 506 約3ｍ 県道238号 徒歩 伊勢堂1-1) 約0．4㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

市道 水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

新町町内会館 大畑町新町９９－１ 木造 乗用車 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 39 77 約4ｍ 徒歩 約0．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

湯坂下 518 湯坂下児童館 大畑町湯坂下９－４ 木造 乗用車 大畑漁港 避難所北側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 90 179 約6ｍ 徒歩 大畑小学校 約0．7㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

国道279号 グラウンド 堅固 水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

湯坂下町内会館 大畑町湯坂下９－４ 木造 県道4号 乗用車 (大畑町 (グラウンド) 大畑漁港 避難所北側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 52 103 約6ｍ 市道 徒歩 伊勢堂1-1) 約0．7㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

本町 764 本町町内会館 大畑町庚申堂９－７ 木造 乗用車 大畑小学校 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

31 南町 496 集会室等 50 100 約5ｍ 徒歩 グラウンド 約0．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

兎沢 516 (大畑町伊勢堂1-1) 水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

庚申堂 105 大畑中学校 大畑町兎沢１７－７ 鉄骨造 乗用車 大畑漁港 避難所南東に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ ①９月９日
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原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

(所在地)
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

最寄りの避難所から広域の避難方法等

町村名　　　　　むつ市

避難所から
他の集落へ
の移動径路

所在地 収容人員
施設の構
造、面積

調査日時No.

非常
用電
源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所への避難
方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設
特記事項

収容地区名
近隣のがけ崩れ

等危険箇所

推定標
高（海
抜）

施設名 番号

(㎡)

体育館 714 1,427 約23ｍ 徒歩 大畑中学校 同敷地内 (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合 ９：００～９：３０

31 国道279号 グラウンド 堅固 水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

総合福祉センター 大畑町 鉄筋コン 県道238号 乗用車 (大畑町 (グラウンド) 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 観音堂２５－１ 84 168 約5ｍ 市道 徒歩 兎沢17-7) 約0．4m (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

孫次郎間 423 孫次郎間地区公民館 大畑町 木造 乗用車 大畑漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

二枚橋 214 集会室等 孫次郎間１９－２４ 61 122 約17ｍ 徒歩 約0．9㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

釣屋浜 124 国道279号 二枚橋小学校 水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

二枚橋地区公民館 大畑町 鉄骨造 市道 乗用車 グラウンド 堅固 大畑漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 釣屋浜１６－２ 163 326 約17ｍ 徒歩 (大畑町 約0．1㎞ (グラウンド) (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

釣屋浜22-72) 水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

二枚橋小学校 大畑町 鉄骨造 乗用車 大畑漁港 土石流特別警戒区域 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 釣屋浜２２－７２ 281 561 約31ｍ 徒歩 同敷地内 (県管理) 土石流警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

小目名 126 小目名地区公民館 大畑町小目名村５４ 木造モル 乗用車 大畑漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

高橋川 35 集会室等 61 121 約30ｍ 徒歩 約0．1㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

旧小目名小学校 水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧小目名小学校 大畑町小目名家ノ下 木造 県道4号 乗用車 グラウンド 堅固 大畑漁港 土石流警戒区域 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 66 132 約16ｍ 市道 徒歩 (大畑町 同敷地内 (グラウンド) (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

小目名家ノ下) 水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

高橋川ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 大畑町高橋川３０－７ 木造 乗用車 大畑漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 25 49 約23ｍ 徒歩 約0．5㎞ (県管理) 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

木野部 72 木野部地区公民館 大畑町佐助川２９－３ 木造 乗用車 木野部漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

佐助川 53 集会室等 57 114 約24ｍ 徒歩 約3．0㎞ （県管理） 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

赤川 126 水深１ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

旧佐助川小学校 大畑町佐助川２２－２ 鉄骨造 乗用車 木野部漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 412 823 約21ｍ 徒歩 二枚橋小学校 約3．5㎞ （県管理） 急傾斜地特別警戒区域 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

国道279号 グラウンド 堅固 水深１ｍ 急傾斜地崩壊危険箇所 ～青森市 広域への避難は困難となる。

赤川地区公民館 大畑町赤川３－４ 木造 市道 乗用車 (大畑町 (グラウンド) 木野部漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 55 110 約20ｍ 徒歩 釣屋浜22-72) 約5．0㎞ （県管理） 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深１ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

むつ市下北自然の家 大畑町佐助川３９９ 鉄筋コン 乗用車 木野部漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 309 618 約56ｍ 徒歩 約4．0㎞ （県管理） 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深１ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

関根橋 201 旧関根橋小学校 大畑町 木造 乗用車 正津川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

体育館 正津川大畑道３１－４ 73 145 約34ｍ 徒歩 田名部高校 約1．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

市道 大畑庁舎校庭 堅固 水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

関根橋地区公民館 大畑町関根橋１４ 木造 乗用車 (大畑町 (グラウンド) 正津川漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 58 115 約24ｍ 徒歩 兎沢17-200) 約1．0㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

湊村 469 湊町内会館 大畑町湊村１５９－４ 木造 乗用車 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 43 85 約6ｍ 徒歩 大畑小学校 約0．3㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

国道279号 グラウンド 堅固 水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

大畑ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 大畑町湊村１６５－８ 鉄骨造 県道232号 乗用車 (大畑町 (グラウンド) 大畑漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 117 233 約5ｍ 市道 徒歩 伊勢堂1-1) 約0．6㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約２時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～７．５ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

1,250 脇野沢小学校 脇野沢桂沢７１－１ 鉄筋コン 乗用車 脇野沢漁港 避難所南側に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

(桂沢) 体育館 348 696 約19ｍ 徒歩 脇野沢小学校 同敷地内 (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

(本村) 国道338号 グラウンド 堅固 水深１．５～４ｍ 北側に土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

(渡向) 地域交流センター 脇野沢渡向１０７－１ 鉄筋コン 県道175号 乗用車 (脇野沢 (グラウンド) 脇野沢漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

アリーナ 231 463 約7ｍ 市道 徒歩 桂沢71-1) 約0．5㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深１．５～４ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

256 脇野沢中学校 脇野沢 鉄骨造 乗用車 脇野沢漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ ⑥９月９日

(瀬野川目) 体育館 瀬野川目８５－２ 379 758 約40ｍ 徒歩 脇野沢 同敷地内 (県管理) 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合 １５：００～１５：３０

(黒岩) 県道175号 総合運動場 堅固 水深１．５～４ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

瀬野地区 脇野沢瀬野川目６５ 木造 市道 乗用車 (脇野沢 (グラウンド) 脇野沢漁港 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 164 328 約7ｍ 徒歩 瀬野川目152) 約0．1㎞ (県管理) 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深１．５～４ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

386 小沢地区公民館 脇野沢小サ沢１－９ 鉄骨造 乗用車 小沢漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

(赤坂) 集会室等 670 1,340 約13ｍ 徒歩 小沢地区 同敷地内 (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

(稲平) 県道175号 公民館敷地内 堅固 水深１．５～２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

(小ｻ沢) 小沢地区 脇野沢鹿間平６－４ 木造 市道 乗用車 (脇野沢 (グラウンド) 小沢漁港 避難所周辺が 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

(小沢) 生活福祉ｾﾝﾀｰ 201 402 約7ｍ 徒歩 小サ沢1-9) 約0．2㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

(鹿間平) 水深１．５～２ｍ ～青森市 広域への避難は困難となる。

滝山 81 滝山地区公民館 脇野沢滝山３１５ 鉄骨造 乗用車 脇野沢漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

片貝 78 集会室等 500 1,000 約42ｍ 徒歩 滝山地区 同敷地内 (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

源藤城 95 県道175号 公民館敷地内 堅固 水深１．５～４ｍ 西側に土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。
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原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難経路 手段 所要時間
名称

(所在地)
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）
避難経路 方法 所要時間

最寄りの避難所から広域の避難方法等

町村名　　　　　むつ市

避難所から
他の集落へ
の移動径路

所在地 収容人員
施設の構
造、面積

調査日時No.

非常
用電
源の
有無

給水・炊飯施
設の有無

収容地区から最寄りの避難所への避難
方法等

近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾

施設
特記事項

収容地区名
近隣のがけ崩れ

等危険箇所

推定標
高（海
抜）

施設名 番号

(㎡)

滝山地区 脇野沢滝山１５０ 木造 市道 乗用車 （脇野沢 (グラウンド) 脇野沢漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

生活福祉センター 150 382 約31ｍ 徒歩 滝山315) 約0．1㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

水深１．５～４ｍ 西側に土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

九艘泊 94 九艘泊地区公民館 脇野沢九艘泊１１０ 鉄骨造 乗用車 九艘泊漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

集会室等 345 689 約21ｍ 徒歩 脇野沢 約6．0㎞ (市管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間半 たる原子力災害が起こった場合

県道175号 総合運動場 堅固 水深２～４ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

(芋田) 芋田地区集会所 脇野沢九艘泊１４－３ 木造 市道 乗用車 (脇野沢 (グラウンド) 九艘泊漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

15 30 約27ｍ 徒歩 瀬野川目152) 約5．0㎞ (市管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～４ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

新井田 34 新井田地区 脇野沢新井田１２ 木造 県道175号 乗用車 脇野沢漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

生活改善センター 61 121 約6ｍ 市道 徒歩 約0．7㎞ (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

脇野沢 水深１．５～４ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

寄浪 108 寄浪地区 脇野沢寄浪４１ 木造 県道175号 乗用車 総合運動場 堅固 脇野沢漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

生活福祉センター 166 332 約23ｍ 市道 徒歩 (脇野沢 約1．5㎞ (グラウンド) (県管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間 たる原子力災害が起こった場合

瀬野川目152) 水深１．５～４ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

蛸田 40 蛸田地区 脇野沢蛸田８６ 木造 県道175号 乗用車 九艘泊漁港 避難所周辺に 国道２７９号 東通原子力発電所にて広域にわ

生活福祉センター 161 322 約15ｍ 市道 徒歩 約3．0㎞ (市管理) 急傾斜地崩壊危険箇所 国道３３８号 陸路 約３時間半 たる原子力災害が起こった場合

水深２～４ｍ 土石流警戒区域 ～青森市 広域への避難は困難となる。

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○42

43

44

40

41

113

114

115

110

111

112

6 / 6 ページ



別 紙

東通村現地調査項目東通村現地調査項目



岩屋漁協漁村センター

袰部部落集会所
東栄集会所

県道むつ尻屋崎線

道 労 部線

国道２７９号

北地区基幹集落センター

尻労漁村センター

袰部部落集会所

しおさいの館

かしわの館

稲崎の館

県道尻労袰部線

野牛部落会館

石持地区活力倍増センター

鹿橋集会所

大利地区ふるさと伝承館 山あいの里

県道関根蒲野沢線

県道尻労小田野沢線

早掛平部落集会所

目名生活改善センター

向野部落集会所

桑原集会所

猿ケ森農民研修所

田代地区多目的集会施設

下田屋集会所

能舞の館たや

豊栄集会所
東通村体育館

ふれあいの館

県道むつ東通線

小田野沢地区学習等供用施設

石蕨平集会所

一里小屋婦人ホーム

ふれあいの館

国道３３８号国道２７９号

南地区基幹集落センター

いさびり館



原発避難ＰＴの現地調査項目（避難所及び近隣の状況） 別紙１

町村名　東通村

地区名 地区人口 給水 炊飯 避難路 方法 所要時間 場所
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）

1

大利地区 129人
（要援護者
3名）

大利地区
ふるさと
伝承館

大利字
冷水5-
2

227人 木造平屋
454.8㎡

19m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩10分 旧大利小
学校校庭

約1.5km
（徒歩15
分）

75m×
75m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

2

早掛平地区 87人
（要援護者
3名）

早掛平部
落集会所

大利字
早掛平
27-3

34人 木造平屋
69.55㎡

20m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧大利小
学校校庭

約2km
（徒歩20
分）

75m×
75m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

3

向野地区 136人
（要援護者
1名）

向野部落
集会所

目名字
向野
38-1

150人 木造平屋
224.82㎡

11m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
バス、徒
歩

徒歩5分 旧目名小
学校グラ
ンド

約1km
（徒歩10
分）

100m×
120m

堅固（グ
ランド）

無 無 県道（主要
地方道む
つ尻屋崎
線）

4

目名地区 214人
（要援護者
4名）

目名生活
改善セン
ター

目名字
小田野
坂41

148人 木造２階
建

20m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧目名小
学校グラ
ンド

約0.5km
（徒歩5
分）

100m×
120m

堅固（グ
ランド）

無 無 県道（主要
地方道む
つ尻屋崎
線）

5

石持地区 214人
（要援護者
6名）

石持地区
活力倍増
センター

蒲野沢
字石持
51-1

229人 木造平屋
458.3㎡

37m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧石持小
学校グラ
ンド

約0.5km
（徒歩5
分）

80m×
70m

堅固（グ
ランド）

石持漁港
（村管理）
深水2m

無 県道（主要
地方道む
つ尻屋崎
線）

6

鹿橋地区 167人
（要援護者
7名）

鹿橋集会
所

蒲野沢
字鹿橋
2-12

150人 木造平屋
294.77㎡

30m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧石持小
学校グラ
ンド

約2km
（徒歩20
分）

45m×
70m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道及び
県道

7

蒲野沢地区 271人
（要援護者
8名）

山あいの
里

蒲野沢
字前田
24-1

296人 木造平屋
593.24㎡

20m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧蒲野沢
小学校グ
ランド

約0.5km
（徒歩5
分）

100m×
120m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

8

桑原地区 39人
（要援護者
1名）

桑原集会
所

蒲野沢
字新田
29-12

27人 木造平屋
54.86㎡

25m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 東通オフ
サイトセ
ンター

約1km
（徒歩10
分）

堅固
（舗装）

無 無 村道

9

東栄地区 25人
（要援護者
1名）

東栄集会
所

蒲野沢
字大久
保96

21人 木造平屋
43.06㎡

45m × ○ ○ 村道
（幅員5m）

乗用車、
徒歩

徒歩8分 東通村北
部総合グ
ランド

約1.5km
（徒歩15
分）

100m×
140m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道及び
県道

10

稲崎地区 47人
（要援護者
2名）

稲崎の館 野牛字
稲崎平
21-1

49人 木造平屋
99.51㎡

21m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

徒歩 徒歩5分 旧入口小
学校グラ
ンド

約1.5km
（徒歩15
分）

100m×
100m

堅固（グ
ランド）

野牛漁港
県管理
（水深m）

無 村道及び
県道

11

入口地区 345人
（要援護者
18名）

かしわの
館

野牛字
釜ノ平
53-2

317人 木造平屋
635.15㎡

21m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
徒歩

徒歩10分 旧入口小
学校グラ
ンド

約0.5km
（徒歩5
分）

100m×
100m

堅固（グ
ランド）

野牛漁港
県管理
（水深m）

無 県道

12

古野牛川
地区

289人
（要援護者
3名）

しおさい
の館

野牛字
釜ノ平
5-9

282人 木造平屋
564.34㎡

25m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩15分 旧入口小
学校グラ
ンド

約１km
（徒歩10
分）

100m×
100m

堅固（グ
ランド）

野牛漁港
県管理
（水深m）

無 村道 集落が海岸沿いにあるた
め、高台（集会施設）へ避難
することとなる。

9月8日
①14:00～14:40

13

野牛地区 113人
（要援護者
2名）

野牛部落
会館

野牛字
水上3

114人 木造平屋
228.53㎡

10m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧野牛小
学校グラ
ンド

約0.1km
（徒歩3
分）

70m×
50m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

14

袰部地区 65人
（要援護者
2名）

袰部部落
集会所

岩屋字
田畑
11-3

105人 木造平屋
211.14㎡

10m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧岩屋小
学校グラ
ンド

約1.5km
（徒歩15
分）

170m×
160m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

15

岩屋地区 274人
（要援護者
6名）

岩屋漁協
漁村セン
ター

岩屋字
往来
173

196人 鉄筋コンク
リート平屋
392.71㎡

4m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
徒歩

徒歩10分 旧岩屋小
学校グラ
ンド

約1km
（徒歩10
分）

170m×
160m

堅固（グ
ランド）

岩屋漁港
村管理
（水深m）

全世帯が危
険

県道 集落が海岸沿いにあるた
め、高台（旧岩屋小学校）へ
避難することとなる。バイパ
ス（県道）は整備中。

9月8日
②14:50～15:30

町村名　東通村

避難所から
他の集落へ
の移動径路

特記事項
収容地区名

施設名 所在地
収容
人員

調査日時No.
非常用
電源の
有無

給水・炊飯
施設の有無

収容地区からの避難方法等 近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾
施設

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

施設の構
造、面積

推定
標高
（海
抜）
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地区名 地区人口 給水 炊飯 避難路 方法 所要時間 場所
避難所か
らの距離

地積
地盤

（地目等）

16

尻屋地区 459人
（要援護者
1名）

東通村北
地区基幹
集落セン
ター

尻屋字
山根
61-2

424人 鉄筋コンク
リート平屋
848.84㎡

30m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧尻屋小
学校グラ
ンド

約1km
（徒歩10
分）

70m×
50m

堅固（グ
ランド）

尻屋漁港
県管理
（水深m）

県道6号（主
要地方道む
つ尻屋崎
線）

県道（通行
止めの場
合付加）

17

尻労地区 459名
（要援護者
9名）

尻労漁村
センター

尻労字
小倉22

221人 鉄筋コンク
リート平屋
442.57㎡

30m × ○ ○ 県道6号
（主要地方
道むつ尻
屋崎線）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧尻労小
学校グラ
ンド

約1km
（徒歩10
分）

100m×
80m

堅固（グ
ランド）

尻労漁港
村管理
（水深m）

県道尻労袰
部線172号

県道（通行
止めの場
合付加）

18

猿ヶ森地区 64人
（要援護者
0名）

猿ヶ森農
民研修所

猿ヶ森
字村中
15

116人 木造平屋
233.5㎡

30m × ○ ○ 県道尻労
小田野沢
線　　　（幅
員7m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧猿ヶ森
小学校グ
ランド

約0.5km
（徒歩5
分）

70m×
50m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

19

田代地区 69人
（要援護者
3名）

田代地区
多目的集
会施設

砂子又
字大川
目

109人 木造平屋
219.4㎡

20m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩15分 無

- - -

無 無 村道

20

砂子又地区 364人（要
7援護者
名）

ふれあい
館

砂子又
字川原
5

249人 木造平屋
499.8㎡

49m × ○ ○ 村道
（幅員6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧砂子又
小学校グ
ランド

約0.5km
（徒歩5
分）

80m×
80m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道

21

上田屋地区 175人
（要援護者
5名）

能舞の館
たや

田屋字
家ノ上
45

311人 木造平屋
622.73㎡

34m × ○ ○ 国道338号
（幅員7m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧田屋小
中学校グ
ランド

約0.5km
（徒歩5
分）

50m×
100m

堅固（グ
ランド）

無 無 国道338号
（通行止め
の場合付
加）

22

下田屋地区 52人
（要援護者
1名）

下田屋集
会所

田屋字
トサミ沢
44-1

33人 木造平屋
67.9㎡

13m × ○ ○ 国道338号
（幅員7m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧田屋小
中学校グ
ランド

約1.5km
（徒歩20
分）

50m×
100m

堅固（グ
ランド）

無 無 国道338号
（むつ市と
隣接集落）

23

豊栄地区 27人
（要援護者
1名）

豊栄集会
所

田屋字
舘古横
道221

35人 木造平屋
71.21㎡

33m × ○ ○ 村道
（幅員
5m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧石上小
中学校グ
ランド

約1km
（徒歩15
分）

90m×
90m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道（むつ
市と隣接
集落）

24

石蕨平地区 56人
（要援護者
2名）

石蕨平集
会所

田屋字
舘古横
道112

48人 木造平屋
96.05㎡

30m × ○ ○ 村道
（幅員
6m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧石上小
中学校グ
ランド

約1km
（徒歩15
分）

90m×
90m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道（むつ
市と隣接
集落）

25

一里小屋
地区

35人
（要援護者
1名）

一里小屋
婦人ホー
ム

田屋字
舘古横
道32-8

37人 木造平屋
74.52㎡

27m × ○ ○ 村道
（幅員
5m）

乗用車、
徒歩

徒歩5分 旧石上小
中学校グ
ランド

約1.5km
（徒歩15
分）

90m×
90m

堅固（グ
ランド）

無 無 村道（むつ
市と隣接
集落）

26

小田野沢
地区

967人
（要援護者
13名）

小田野沢
地区学習
等供用施
設

小田野
沢字北
向37-2

173人 鉄筋コンク
リート平屋
346㎡

5m × ○ ○ 村道
（幅員
6m）

乗用車、
徒歩

徒歩10分 旧小田野
沢小中学
校グラン
ド

約1km
（徒歩15
分）

110m×
100m

堅固（グ
ランド）

小田野沢
漁港、村
管理（水深
m）

無 国道338号
（通行止め
の場合付
加）

東通原発東京電力１号
機建設予定地

27

老部地区 916人
（要援護者
13名）

東通村南
地区基幹
集落セン
ター

白糠字
前田
44-55

271人 鉄筋コンク
リート平屋
542.16㎡

13m × ○ ○ 国道338号
（幅員
6m）、村道
（幅員5m）

乗用車、
徒歩

徒歩10分 旧老部小
学校グラ
ンド

約0.5km
（徒歩5
分）

70m×
70m

堅固（グ
ランド）

無 無 国道338号
（通行止め
の場合付
加）

東通原発東北電力１号
機

28

白糠地区 1332人
（要援護者
22名）

白糠地区
多目的集
会施設（い
さりび館）

白糠字
向流
109-2

593人 鉄筋コンク
リート2階
建1187㎡

3m × ○ ○ 国道338号
（幅員
6m）、村道
（幅員4m）

乗用車、
徒歩

徒歩15分 旧南部中
学校グラ
ンド

約1km
（徒歩15
分）

90m×
80m

堅固（グ
ランド）

白糠漁港
県管理
（水深m）

国道338号 国道338
号

避難所が海岸沿いにあるた
め、高台へ避難することとな
る。

9月8日
③16:10～16:50

29

砂子又地区 7287人
（要援護者
148名）

東通村体
育館

砂子又
字沢内
5-34

2442
人

PHC
4,884㎡

40m × ○ ○ 国道338
号、県
道、村道

乗用車、
バス、徒
歩

村内は体
育館まで
30分以内
で移動でき

東通オフ
サイトセ
ンター

隣接 60m×
30m

堅固
（舗装）

無 無 国道338
号、県
道、村道

近隣のが
け崩れ等
危険箇所

避難所から
他の集落へ
の移動径路

特記事項 調査日時

推定
標高
（海
抜）

非常用
電源の
有無

給水・炊飯
施設の有無

収容地区からの避難方法等 近隣のヘリポート候補地 近隣の漁
港・港湾
施設

No.
収容地区名

施設名 所在地
収容
人員

施設の構
造、面積


